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梁

音

は
じ
め
に

二
十
四
孝
は
、
中
國
後
漢
時
代
以
來
傳
承
さ
れ
て
き
た
古
孝
子
読
話
資
料
を
基

 こ

盤
と
し
て
生
み
出
さ
れ
た
、
二
十

四
箇
の
孝
子
詭
話
の
總
稱
で
あ
る
。
そ
の
成
立

に
つ
い
て
、
二
十
四
孝
に
關
す
る
最
古
の
資
料
の

一
つ
で
あ
る

『
故
圓
鑒
大
師
二

十
四
孝
押
座
文
』
と
深
く
關
わ
る

『
父
母
恩
重
經
』
(丁
蘭
本
)
が
草
創
期
二
十

四
孝
の
最
古
の
資
料
の

一
つ
と
さ
れ
、
そ
の
初
出
が

『
大
周
刊
定
衆
經
目
録
』
、

『
開
元
釋
歡
録
』
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
二
十
四
孝
の
成
立
も
、
七
世
紀
以
前

ロユ

に
溯
る
可
能
性
が
あ
る
と
黒
田
彰
氏
に
よ

っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
テ
キ
ス
ト
は

收
録
さ
れ
た
孝
子
名
の
異
同
及
び
配
列
順
序
に
よ
り
、
孝
行
録
系
、
日
記
故
事

系
、
全
相

二
十
四
孝
詩
選
系

の
三
系
統
に
分
類
さ
れ
、
中
で
も
元
の
郭
居
敬
撰

『
全
相
二
十
四
孝
詩
選
』
は
時
代

も
著
者
も
明
ら
か
で
あ
り
、
書
名
が
明
確
に

「
ニ

ヨ
ソ

十
四
孝
」
と
記
さ
れ
た
信
憑
性
の
高
い
テ
キ
ス
ト
の

一
つ
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

二
十
四
孝
は
、
長

い
傳
承
の
中
に
樣
々
な
變
化
が
見
ら
れ
る
が
、
中
國
の
家
族
制

度
の
根
幹
で
あ
る
孝
思
想
を
解
く
重
要
な
資
料
で
あ
る
。
ま
た
、
中
國
で
成
立
し

て
以
來
、
廣
く
朝
鮮
、
日
本
、

ベ
ト
ナ
ム
な
ど
に
傳
わ
り
、
日
本

の
御
伽
草
子

『
二
十
四
孝
』
の
よ
う
な
作
品
が

現
れ
、

こ
れ
ら
の
二
十
四
孝
を
受
容
し
た
國
の

孝
思
想
と
、
中
國
本
國
の
孝
思
想
と
の
比
較
に
も
興
味
深
い
材
料
で
あ
る
。

二

十

四

孝

の

孝

そ
の
威
立
及
び
テ
キ
ス
ト
の
系
統
の
複
雜
さ
が
物
語
る
よ
う
に
、
二
十
四
孝
の

孝
は
非
常
に
捉
え
に
く
い
。
そ
の
孝
行
説
話
は
現
代
的
見
地
か
ら
す
れ
ば
荒
唐
無

稽
な
話
ば
か
り
で
あ
り
、
中
で
も

「老
莢
娯
親
」
の

「僞
り
」
及
び

「郭
巨
埋

子
」
の
殘
酷
さ
は
、
嘗
て
現
代
中
國
文
學
の
先
驅
者
で
あ
る
魯
迅

の
反
感
を
呼
ん

ハる
り
だ
。
近
年
に
至
り
、
下
見
隆
雄
氏
の
御
學
勞
に
よ
り
、
老
莢
子
の
孝
を
始
め
、
郭

巨

・
朱
壽
昌
等
も
同
じ
く

「子
が
親
か
ら
の
離
睨

・
獨
立

・
自
立
を
許
容
せ
ず
、

親

へ
の
依
存
と
服
從
奉
仕
を
要
求
す
る
理
念
を
根
底
と
し
て
い
る
」
こ
と
が
二
十

へゑ

四
孝
の
孝
の
本
質
で
あ
る
と

の
指
摘
が
な
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
で
、
孝
子
説
話
は
、

文
獻
資
料
の
み
な
ら
ず
、
金
石
資
料
等
に
も
見
ら
れ
、
現
存
最
古
資
料
の

一
つ
で

あ
る
山
東
省
嘉
群
縣
の
後
漢
武
氏
祠
畫
像
石
は
未
だ
充
分
に
は
檢
討
さ
れ
て
い
な

い
。本
稿
は
二
十
四
孝
の

一
人
で
あ
る
老
莢
子
を
中
心
に
、
歴
代
老
莢
子
孝
行
詭
話

を
整
理
し
た
上
、
武
氏
祠
畫
像
石
の
老
莢
圖
を
解
讀
し
、
老
莢
子
孝
行
説
話
の
原

型
が
説
く
孝
を
解
明
す
る
。
更
に
武
氏
祠
畫
像
石
と

『全
相
二
十

四
孝
詩
選
』
と

の
相
違
に
よ
り
、
孝
子
詭
話
に
お
け
る
孝
と
い
う
概
念
の
内
容
に
變
遷
か
あ
る
こ

と
を
明
確
に
し
、
二
十
四
孝
の
孝
の
本
質
を
中
國
思
想
史
上
に
位
置
づ
け
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。

二

一

一



日
本
中
國
學
會
報

第
五
十
四
集

後
漢
の
武
氏
祠
畫
像
石
で
は
、
武
梁
祠
西
壁
と
前
石
室
第
七
石
に
二
枚
の

な
ロ

老
來
圖
が
あ
り
、
前
者
に
は
榜
題
か
あ
る
。

老
莱
子
は
楚
人
な
り
。
親
に
事

へ
て
至
孝
な
り
。
衣
服
斑
連
、
嬰
兒
の

態
も
て
、
親
を
し
て
驩
ぶ
こ
と
有
ら
令
む
。
君
子
こ
れ
を
嘉
す
。
孝
こ

れ
よ
り
大
な
る
は
な
し
。

武
梁
祠
西
壁

前
石
室
第
七
石

二

=

一

次
に
、
元
の
郭
居
敬
の

『
全
相

二
十
四
孝
詩
選
』

(龍
谷
大
學
藏
乙
本
)
は
以

下
の
よ
う
に
老
莱
子
が
嬰
兒
の
ふ
り
を
し
て
親
を
喜
ぱ
せ
た
こ
と
を
孝
と
し
て
記

す
。
老
莢
子

戯
舞
嬌
痴
を
學
ぶ

春
風
綵
衣
を
動
か
す

雙
親
口
を
開
い
て
笑
ふ

喜
色
庭
闡
に
滿

つ

老
莢
子
至
孝
に
し
て
、
二
親
に
奉
ず
。
行
年
七
十
に
し
て
、
身
に
五
色
斑
爛

の
衣
を
著
け
、
嬰
兒
の
戯
れ
を
親
の
側
に
爲
す
。
養
ふ
に
甘
脆
を
極
む
。
言

に
老
を
稱
せ
ず
。
親
の
爲
に
常
に
食
を
取
り
て
堂
に
上
る
に
、
詐
り
て
跌
き

ハヱ

て
偃
せ
、
小
見
の
啼
を
作
し
て
、
以
て
親
を
蜈
し
ま
す
。

武
梁
祠
西
壁
の
榜
題
と

『全
相
二
十
四
孝
詩
選
』
と
を
比
較
す
る
と
、
老
莱
子

が
特
殊
な
衣
服
-
老
葉
衣
i
を
着
用
し
て
親
を
喜
ば
せ
る
と
い
う
シ
ナ
リ
オ
は
兩

者
に
共
通
す
る
。
「老
莱
衣
」
と
い
う
言
葉
は
既
に
後
漢
の
蔡
琶
の
胡
公
碑
に

「老

莱
服
」

の
形
で
見
え
、
後
に
唐
の
孟
浩
然
の

「夕
次
蔡
陽
館
」、
杜
甫
の

「途
韓

十
四
江
東
省
覲
」、
宋
の
梅
堯
臣
の

「寒
食
前

一
日
陪
希
深
遠
游
大
字
院
」
、
明
の

何
景
明
の

「過
先
墓
」、
清
の
趙
翼
の

「石
庵
還
朝

口
占
途
別
」
な
ど
の
詩
に

「老

莢
衣
」
の
形
で
援
用
さ
れ
、
老
葉
子
の
孝
行
を
象
徴
す
る
言
葉
と
し
て
使
用
さ

れ
、
以
後
、
こ
れ
を

「老
莢
衣
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な

っ
た
。
し
か
し
孝
行
説
話
に

お
け
る

「老
莢
衣
」
に
關
す
る
語
句
の
細
部
に
着
目
す
れ
ば
、
武
梁
祠
西
壁
榜
題

で
は

「斑
連
」
と
記
し
、
『
全
相
二
十
四
孝
詩
選
』
で
は

「五
色
斑
爛
の
衣
」
と

す
る
な
ど
の
違
い
が
見
ら
れ
る
。

さ
て
、
「老
莱
衣
」
の
表
現
の
相
違
に

つ
い
て
は
、
既
に

『
舊
注
蒙
求
』
校
本

を
作

っ
た
江
戸
時
代
の
學
者
龜
田
鵬
齊
が
言
及
し
、
私
注
に

「徐
本
に
日
く
、
舊

注
に
云
ふ
、
五
色
斑
爛

の
衣
を
著
く
る
は
列
女
傳
に
出
で
、
今
の
文
載
す
る
無
し

と
。
按
ず
る
に
、
小
學
稽
古
篇
に
老
莱
子
の
事
を
載
す
、
五
色
斑
爛
の
衣
を
著
く



云
云
と
。
又
書
言
故
事
に
日
く
、
身
に
五
色
煽
衣
を
著
く
と
。
煽
、
音
は
班
と
注

す
。
此
の
書
高
士
傳
を
引
く
。
今

の
文
此
の
事
な
し
。
詳
説
に
日
く
、
書
言
故
事

は
高
士
傳
を
引
き
、
老
莢
子
孝
養

の
事
を
載
す
。
則
ち
高
士
傳
は
今
古
行
は
る
る

所
、
異
同
有
る
に
似
る
。
徐
氏
日
く
、
舊
注
に
云
ふ
、
列
女
傳
に
出
つ
と
。
此
の

ハ
き

言
疑
ふ
べ
し
」
と
述
ぺ
た
。
郎
ち

龜
田
氏
は

『蒙
求
』
諸
注
の

「老
莱
衣
」
の
表

現
に
異
同
が
あ
る
こ
と
を
認
め
、
南
宋
の
傳
朱
熹
撰

『
小
學
』
稽
古
篇
の

「
五
色

斑
爛
の
衣
」
が
南
宋
の
徐
子
光
の

『
補
注
蒙
求
』
に
引
く

『
蒙
求
』
の

「舊
注
」

と
同
じ
で
あ
る
の
で
、
「五
色
斑
爛
の
衣
」
に
從

っ
て

「五
色
斑
襴
之
衣
」
と
校

ハ 
レ

訂
し
た

(
「爛
」
と

「襴
」
に

つ
い
て
は
後
述
す
る
)。

し
か
し
、
「老
莢
衣
」
の
表
現

の
異
同
は

『
蒙
求
』
諸
注
の
み
な
ら
ず
、
歴
代

ハむ

孝
行
読
話
に
存
在
す
る
。
こ
れ
ら

の
資
料
に
よ
り

「老
葉
衣
」
の
表
現
を
考
察
す

る
と
、
主
に

「斑
連
」
の
衣
、
襴
衣
、
采
衣
と
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

武
梁
祠
西
壁
の
榜
題
は

「斑
連

」
の
衣
と
記
し
て
い
る
が
、
畫
像
石
を
見
る
と

ど
の
よ
う
な
服
な
の
か
よ
く
分
か
ら
な
い
。

「斑
連
」
に
つ
い
て
、
宋
の
洪
遘
は

「斑
連
は
斑
爛
」
と
述
べ
、
清
の
瞿
中
溶

は

「連
を
以
て
爛
と
爲
す
、
帥
ち
爛
を
以
て
爛
と
爲
す
な
り
。
(中
略
)
此
の
碑

は
連
を
以
て
爛
と
す
、
或
い
は
同
音
に
し
て
借
り
る
の
み
。
(中
略
)
中
溶
案
ず

る
に
、
読
文
に
爛
字
無
し
、
た
だ
連
と
作
る
べ
し
。
ま
た
連
と
爛
は
、
聲
の
轉
。

ハむ

斑
蓮
も
ま
た
疊
韻
な
り
」
と
逋
べ
て
い
る
。

「爛
」
と

「爛
」
に
つ
い
て
、
歴
代

「老
葉
衣
」
の
表
現
を
參
照
す
れ
ば
、
陽
明
本

『孝
子
傅
』
や
船
橋
本

『
孝
子
傳
』

等
に

「蘭
…」
が
現
れ
、
そ
れ
が

「爛
…」
に
通
じ
、
ま
た

「爛
」
に
通
じ
る
の
で
、

ハ 
り

よ

っ
て

「爛
」
は

「爛
」
に
通
じ
、
瞿
中
溶
読
の
委
當
性
を
裏
付
け
る
。
師
ち

ハ 

「斑
連
」
は

「斑
爛
」
、
意
味
は

「雜
色
」
で
あ
る
。

武
氏
祠
畫
像
石
以
降
、
師
覺
授

『
孝
子
傳
』、
陽
明
本

『
孝
子
傳
』
、
船
橋
本

『
孝
子
傳
』
等
が

「斑
蘭
」
と
作
り
、
就
中
陽
明
本

『
孝
子
傳
』
は
次
の
よ
う
に

二

十

四

孝

の

孝

そ
の
衣
の
特
徴
を
記
し
て
い
る

(傍
線
筆
者
)
。

楚
の
人
老
莱
子
は
至
孝
な
り
。
年
九
十
、
獪
ほ
父
母
在
す
。
常
に
嬰
兒
の
自

家
の
戯
を
作
し
て
、
以
て
親
の
心
を
悗
ば
す
。
斑
蘭
の
衣
を
着
け
て
竹
馬
に

坐
下
す
。
父
母
の
爲
に
堂
に
上
り
て
漿
水
を
取
り
、
失
脚
し
て
地
に
倒
れ
、

方
に
嬰
兒
の
啼
を
作
し
て
、
以
て
父
母
の
懐
を
悗
ば
す
。
故
に
禮
に
曰
く
、

父
母
在
さ
ば
、
言
に
老
を
稱
せ
ず
、
衣
に
純
素
せ
ず
と
は
、
此
の
謂
な
り
。

贊
に
日
く
、
老
葉
老
に
至
り
て
、
二
親
に
奉
事
し
、
晨
昏
に
定
省
す
、
供
し

謹
む
こ
と
彌
懃
む
、
戯
れ
て
親
の
前
に
倒
れ
、
嬰
兒
の
身
と
爲
る
。
高
道
兼

ハ
 
ロ

備
し
、
天
下
仁
を
稱
す
。

傍
線
部
に

「純
素
せ
ず
」
と
い
う
言
葉
で

「斑
連
」
の
衣
の
特
徴
を
記
す
。
「純

素
せ
ず
」
と
は

『
禮
記
』
曲
禮
上
篇
に

「父
母
存
さ
ば
、
冠
衣
に
純
素
せ
ず
」
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。
鄭
玄
注
で
は
、
こ
の

「純
素
せ
ず
」
の
衣
は
深
衣
で
あ
る
こ

と
を
記
し
、
「純
」
は

「縁
」
と
し
、
帥
ち

「純
素
せ
ず
」
は
深
衣
の
縁
に
白
絹

ハ 

を
使
用
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
『禮
記
』
深
衣
篇
で
は
、
「父
母
を
具
ふ
る
と
き

は
、
衣
は
純
す
る
に
青
を
以
て
す
。
如
し
孤
子
な
ら
ば
、
衣
は
純
す
る
に
素
を
以

て
す
。
袂
縁
に
純
し
、
邊
に
純
す
る
は
、
廣
き
こ
と
各

々
寸
牛
」
と
記
し
、
曲
禮

ハ 
サ

上
篇
と

一
致
す
る
。
よ

っ
て

「純
素
せ
ず
」
の
衣
は
縁
飾
り
が
生
地
と
異
な
る
深

ほな

衣
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
な
お
、
「純
素
せ
ず
」

の
理
由
は
曲
禮
上
篇

の
鄭
玄
注
に

「其
れ
喪
の
象
有
る
が
爲
な
り
」
と
記
し
、
則
ち
素
を
縁
に
す
る
の

は
孤
子
の
よ
う
に
喪

の
徴
を
示
す
こ
と
に
な
る
の
で
、
喪

の
徴
が
あ
る
服
を
着
て

親
に
見
せ
る
こ
と
を
し
な
い
た
め
で
あ
る
。
よ

っ
て
、
武
梁
祠
西
壁
榜
題
に
あ
る

「老
莢
衣
」
の
表
現
で
あ
る

「斑
連
」
の
衣
は
深
衣
で
あ
る
。

な
お
、
歴
代
老
莢
子
孝
行
読
話
の

「老
莢
衣
」
に
關
す
る
文
字
表
現
に
は
、
襴

ロヨ

衣
が
あ
る
。
襴
衣
に
つ
い
て
、
後
蜀
の
馬
鑑

『
績
事
始
』

(『
読
郛
』
卷
十
所
收
)

に
、
深
衣
の
下
に
襴
を
添
え
る
の
が
襴
衫
で
あ
る
と
い
う
読
も
あ
り
、
襴
衫
は
即

二

一
三



日
本
中
國
學
會
報

第
五
十
四
集

ち
襴
衣
で
あ
る
。
ま
た
、
『
全
相

二
十
四
孝
詩
選
』
(洪
武
版
)
の
老
莱
圖
に
は
明

ら
か
に
襴
衣
が
描
か
れ
て
い
る
。
部
ち
老
莱
衣
は
時
代
變
遷
に
從
い
、
深
衣
に
續

い
て
襴
衣
が
現
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

武
梁
祠
西
壁
の
榜
題
に
あ
る

「斑
連
」
の
衣
は
深
衣
で
あ
る
が
、
武
氏
祠
畫
像

石
の
圖
像
と
對
照
し
て
み
る
。
武
梁
祠
西
壁
の
老
莢
圖
の
衣
の
袖

の
部
分
は
激
し

く
損
傷
し
て
い
る
が
、
前
石
室
第
七
石
の
老
莢
圖
の
衣
の
袖
に
縁
飾
り
が
微
か
に

見
え
る
。
清
の
馮
云
鵬
の

『
石
索
』
の
拓
本
に
よ
る
老
莢
圖
は
、
老
莢
表

に
は

っ

き
り
と
縁
飾
り
が
あ
り
、
原
田
淑
人
氏
が

『
漢
⊥ハ
朝

の
服
飾
』
で
武
氏
祠
畫
像
石

の
人
物
の
多
く
が
深
衣
を
着
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
た
こ
と
と

一
致
す
る
。
よ

っ

て
、
武
氏
祠
畫
像
石
に
描
か
れ
た

「老
莱
衣
」
は
深
衣
て
あ
る
。

す
る
と
、
武
氏
祠
畫
像
石
で
は
、
老
莱
子
が

「老
莢
衣
」
を
着
用
し
て
親
を
喜

ば
せ
る
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、

た
だ
縁
飾
り
が
生
地
と
異
な
る
深
衣
を
着
る
の

は
、
普
通

の
人
が
日
常
に
行

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
老
莢
子
の
孝
で
あ

る
と
考
え
に
く
い
。

一
方
、
武
梁
祠
西
壁
の
銘
文
で
は
、
老
莱
子
を

「親
に
事

へ

て
至
孝
な
り
」、
「君
子
こ
れ
を
嘉
す
。
孝
こ
れ
よ
り
大
な
る
は
な
し
」
と
、
再
度

「孝
」
と
い
う
字
を
用
い
て
譽
め
て
い
る
。
武
氏
祠
畫
像
石
で
は
、
ど
う
し
て

「老

莱
衣
」
は
老
莱
子
の
孝

の
象
微
に
な

っ
た
の
か
、
ま
た

一
體
ど
の
よ
う
に
老
莢
子

の
孝
を
描
き
、
そ
の
孝
を
高
く
評
價
す
る
よ
う
に
な

っ
た
の
か
不
明
で
あ
る
。

畫
像
石
を
よ
く
見
る
と
、
老
莢
子
は
後
ろ
に
何
か
を
持

っ
て
い
る
人
物
を
俘

い
、
深
衣
を
着
て
何
か
を
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
馮
云
鵬
は

『
石
索
』
の
老
莢

圖
の
左
側
に

「袖
を
擧
げ

て
舞
ふ
者
有
り
、
老
葉
子
た
り
」
と
記
す
。
帥
ち
老
莢

子
が
深
衣
を
着
て
舞
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
前
石
室
第
七
石
で
は
老
葉
子
は
跪
い

て
お
り
、
親
と

の
間
に
何
か
を
載
せ
た
丸
盤
が
あ
る
。
老
莢
子
は
深
衣
を
着
て

一

體
何
を
し
て
親
を
喜
ば
せ
、
「孝
」
で
あ
る
と
譽
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

二

一
=

四

武
氏
祠
畫
像
石
で
は
、
老
莱
子
が
着
て
い
る
の
は
深
衣
で
あ
る
。
深
衣
に

つ
い

て
、
清
の
任
大
椿

『
深
衣
釋
例
』
に

「深
衣
は
古
の
養
老
及
び
群
臣
を
燕
す
る
の

ハ 

服
爲
り
」
と
記
し
、
『
禮
記
』
王
制
篇
に
あ
る
舜
の
話
を
引
用
し
て
い
る
。
王
制

篇
で
は

「凡
そ
老
を
養
ふ
、
有
虞
氏

(舜
)
は
燕
禮
を
以
ひ
」、
「有
虞
氏
は
皇
し

て
祭
り
、
深
衣
し
て
老
を
養
ふ
」
と
記
し
、
鄭
玄
注
に

「凡
そ
養
老
の
服
、
皆
そ

ハ 

の
時
群
臣
と
燕
す
る
の
服
な
り
。
有
虞
氏
質
な
れ
ば
、
深
衣
の
み
」
と
記
す
。
則

ロ 
け

ち
、
有
虞
氏
は
深
衣
を
着
て
、
養
老
の
禮
と
し
て
の
燕
禮
を
す
る
。

舜
と
老
葉
子
と
の
關
連
に
つ
い
て
は
、
二
十
四
孝
の
中
で
も
早
期
の
テ
キ
ス
ト

で
あ
る

『
孝
行
録
』
に
お
い
て
、
舜

の
次
に
老
葉
子
が
置
か
れ
て
い
る
。
兩
者
の

明
確
な
結
び

つ
き
は

『
孟
子
』
萬
章
上
篇
趙
岐
注
に
溯
る
。
『
孟
子
』
萬
章
上
篇

の
本
文

「大
孝
終
身
父
母
を
慕
ふ
。
五
十
に
し
て
慕
ふ
者
は
、
予
大
舜
に
於
い
て

之
を
見
る
な
り
」
に
鉗
す
る
趙
岐
注
は

「老
莢
子
の
若
き
、
七
十
に
し
て
慕
ふ
、

五
綵
の
衣
を
衣
に
し
、
嬰
兒
と
爲
り
て
父
母
の
前
に
匍
匐
す
」
と
記
し
、
即
ち
舜

の
孝
行
を
述
べ
た

『
孟
子
』

の
本
文
の
庄
に
孝
子
老
葉
子
が
登
場
す
る
の
で
あ

ロ る
。
兩
者
の
共
通
點
は
勿
論
孝
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
老
莢
衣
を

「五
綵
の
衣
」

と
記
し
て
い
る
。

一
方
、
『
孟
子
』
盡
心
下
篇
の

「孟
子
日
く
、
舜

(中
略
)
其

の
天
子
と
爲
る
に
及
び
て
や
、
袗
衣
を
被
る
」
の
舜
が
天
子
に
な

っ
た
あ
と
の
服

「袗
衣
」
に
封
す
る
趙
岐
注
に
、
「袗
は
畫
な
り
。
(中
略
)
天
子
と
爲
る
に
及
び
、

畫
衣
を
被
る
、
黼
黻
鯑
繍
な
り
」
と
記
し
、
こ
の

「黼
黻
繻
繍
」
に

つ
い
て

『
晏

子
春
秋
』
内
篇
・諫
て
は

「公
は
黼
黻
の
衣
、
素
繍
の
裳
を
衣
と
し
て
、

一
衣
に

ロ 

し
て
五
綵
を
具
す
」
、
即
ち

「五
綵
」
の
衣
て
あ
る
と
記
す
。

つ
ま
り

『
孟
子
』

趙
岐
注
に
お
け
る
、
舜
と
老
莱
子
と
の
共
通
性
は
孝
の
内
容
以
外
に
、
服
裝
に
も

見
ら
れ
、
こ
の
點
は
武
氏
祠
畫
像
石
と
變
わ
ら
な
い
。

一
方
、
『
孟
子
』
萬
章
上



篇
趙
岐
注
を
始
め
と
し
て
、
嬰
兒

の
振
る
舞

い
を
す
る
老
莢
子
の
年
齢
は
七
十
才

に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
改
め
て
武
氏
祠
前
石
室
第
七
畫
像
石
を
見
る
と
、
老
莢
子

の
手
に
持

っ
て
い
る
杖
は
頭
部
が

鳥
の
形
に
な

っ
て
い
る
。
『
後
漢
書
』
禮
儀
志

  

で
は
、
七
十
才
の
者
に
授
け
た
杖

の
頭
部
に
鳩
鳥
を
飾
る
と
記
す
。
後
漢
時
代
に

お
け
る
武
氏
祠
畫
像
石
と

『
孟
子
』
趙
岐
注
と
の
關
連
を
踏
ま
え
れ
ば
、
『孝
行

録
』
に
示
す
舜
と
老
葉
子
と
の
關
連
は
、
武
氏
祠
畫
像
石
に
湖
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
武
氏
祠
畫
像
石
と
同
じ
後
漢
時

代
と
さ
れ
る
浙
江
海
寧
畫
像
石
で
は
、
老
莢
子

が

「手
に
叢
鼓

(振
り
鼓
)
を
擧
げ
、
正
に
自
ら
歌
ひ
、
自
ら
舞
ふ
」
と
解
説
さ

ハ 

れ
て
い
る
。
ま
た
、
狩
野
派

の
老

莢
圖
や
、
御
伽
草
子

『
二
十
四
孝
』
(澁
川
版
)

ハ
 

老
茉
圖
に
も
老
莱
子
が
手
に
叢
鼓

を
握

っ
て
舞
う
さ
ま
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま

た
、
老
莢
子
圖
に
お
け
る
叢
鼓
に

つ
い
て
、
魯
迅
は

『
二
十
四
孝
圖
』
に
老
莢
子

が
手
に
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
と

指
摘
し
、
「叢
、
小
鼓
な
り
、
兩
旁
に
耳
有
り
。

其
の
柄
を
持
ち
て
之
を
搖
ら
ば
、

則
ち
旁

の
耳
還
り
て
自
ら
撃

つ
」
と
解
釋
し

  た
。
魯
迅
は
當
時
の
感
覺
で
子
供

の
玩
具
と
し
た
が
、
後
漢
時
代
に
は
、
燕
禮
に

ハ 

も
使
用
さ
れ
た
樂
器
で
あ
る
。
武
梁
祠
西
壁
で
、
老
莢
子
の
後
ろ
の
人
物
が
手
に

持

っ
て
い
る
も
の
は
、
或
い
は
老
莱
子
が
舞
う
と
き
手
に
し
た
譏
鼓
で
は
な
い
か

と
推
測
で
き
る
。
し
か
し
、
老
莢
圖
に
叢
鼓
が
描
か
れ
た
の
は
偶
然
で
は
な

い
。

『
爾
書
』
皐
陶
謨
篇
や
李
嬌
の
詩

に
記
さ
れ
た
よ
う
に
、
舜
に
關
す
る
記
述
に
は

ハ 

常
に
畿
鼓
が
拌
う
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
も
武
氏
祠
畫
像
石
で
見
ら
れ
た
舜
と
老

莱
子
の
關
係
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

燕
禮
を
盛
大
に
行
う
場
合
、
藝
と
し
て
舞
う
と
い
う
部
分
が
加
わ
る
の
で
あ
る

ハ
の
ソ

が
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
『
儀
禮
』
燕
禮
篇

の
記
に
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

其

の
牲
は
、
狗
な
り
。
門
外

の
東
方
に
亨
る
。

(中
略
)
若
し
樂
を
以
て
賓

を
納
る
れ
ば
、
則
ち
賓
、
庭

に
及
び
て
、
肆
夏
を
奏
す
。
賓
、
酒
を
拜
し
、

二

十

四

孝

の

孝

主
人
荅
拜
す
れ
ば
、
而
ち
樂
関
む
。
公
拜
し
て
爵
を
受
く
れ
ば
、
而
ち
肆
夏

を
奏
し
、
公
、
爵
を
卒

へ
、
主
人
升
り
て
爵
を
受
け
、
以
て
下
れ
ば
、
而
ち

樂
闃
む
。
升
り
て
鹿
鳴
を
歌
ひ
、
下
り
て
新
宮
を
管
し
、
笙
入
り
て
三
成

す
。
途
に
鄰
樂
を
合
す
。
若
し
舞
は
ば
、
則
ち
勹
な
り
。

武
梁
祠
西
壁
で
は
、
老
莱
圖
の
左
に
丁
蘭
圖
が
あ
り
、
兩
圖
の
間
に
狗
か
描
か

れ
て
い
る
が
、
丁
蘭
説
話
に
狗
に
關
す
る
話
は

一
切
な
い
の
で
、
こ
の
狗
は
老
莱

圖
の

一
部
で
あ
ろ
う
。

す
る
と

『儀
禮
』
燕
禮
篇
に

「其
の
牲
は
狗
な
り
」
、
「升
り
て
鹿
鳴
を
歌
ひ
、

下
り
て
新
宮
を
管
し
、
笙
入
り
て
三
成
す
。
途
に
郷
樂
を
合
す
。
若
し
舞
は
ば
、

帥
ち
勹
な
り
」
な
ど
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
武
梁
祠
西
壁
は
他
な
ら
ぬ
燕
禮
升
歌
圖

で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
榜
題
に
は

「嬰
兒
の
態
」
と
あ
る
が
、
主
人
公
が
七
十

才
の
老
莱
子
で
あ
る
た
め
、
「嬰
兒
」
と
は

『
老
子
』
第
二
十
八
章
の

「天
下
の

式
と
爲
れ
ば
、
常
の
徳
は
離
れ
ず
、
嬰
兒
に
復
歸
す
」
と
あ
る
、
老
子
思
想
の
特

徴
の

一
つ
で
あ
る

「嬰
兒
」
、
即
ち
純
粹
な
性
に
復
歸
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

「態
」
は

『
説
文
』
十
篇
下
で
は

「意
態
」
で
あ
る
と
い
い
、
清

の
段
玉
裁

の

「是

の
意
有
り
て
、
因
て
是
の
妝
あ
り
」
の
注
に
從
え
ば
、
氣
持
ち
を
込
め
た
行
動
と

い
う
意
味
に
な
る
。
よ

っ
て

「嬰
兒
の
態
」
に
は
老
葉
子
が
親
に
養
老
の
禮
を
盡

く
す
氣
持
ち
が
込
め
ら
れ
、
燕
禮
の
儀
式
を
踏
ま
え
た
上
で
深
衣
を
着
て
舞
う
と

い
う
行
動
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
榜
題

「親
を
し
て
驩
ぶ
こ
と
有
ら
令
む
」

は
老
莢
子
が
舜
の
眞
似
を
し
て
燕
禮
し
、
禮
に
の

っ
と

っ
た
孝
の
行
動
が
親
を
喜

ば
せ
た
こ
と
を
指
す
。
帥
ち
老
莢
子
の
孝
は
養
老
の
禮
を
踏
ま
え
た
上
で
の
行
動

で
あ
る
。
よ

っ
て
、
武
梁
祠
西
壁

の
銘
文
て
は
老
莱
子
は
二
度
に
捗

っ
て

「孝
」

と
賞
贊
さ
れ
た
の
で
あ

っ
た
。

後
に

『
二
十
四
孝
之
詩
』

(斯
道
文
庫
藏
)
に
も

「床

の
下
に
斑
衣
の
舞
ふ
」

(「床
下
斑
衣
舞
」
)
と
あ
り
、
『
二
十
四
孝
圖
説
』
に
も

「毎
に
斑
衣

の
舞
の
若

二

一
五



日
本
中
國
學
會
報

第
五
十
四
集

ハ 
り

し
」
(「毎
若
斑
衣
舞
」
)
と
記
さ
れ
、
日
本
の

『
二
十
四
孝
』
(嵯
峨
本
)
で
は
老

莱
子
が
舞
う
場
面
、
御
伽
草
子

『
二
十
四
孝
』

(澁
川
版
)
で
は
老
莱
子
が
手
に

畿
鼓
を
持

っ
て
舞
う
場
面
が
描
か
れ
、
こ
れ
ら
は
老
莢
子
の
舞
の
殘
影
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
前
石
室
第
七
石
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
『
禮
記
』
王
制
篇
の
養
老
の

燕
禮
の
孔
穎
逹
の
疏
に
記
さ
れ
た
、
燕
禮
で
堂
に
上

っ
て
年
寄
り
と
酒
を
交
わ
す

場
面
で
あ
る
。

有
虞
氏
燕
禮
を
以
て
す
る
は
、
虞
氏
云
ふ
、
燕
禮
、
履
を
脱
ぎ
て
堂
に
升

る
。
崔
氏
云
ふ
、
燕
す
る
者
は
俎
に
轂
烝
を
お
き
、

一
獻
の
禮
を
行
ひ
、
坐

し
て
飮
酒
し
て
以
て
醉
に
至
る
。
虞
氏
の
帝
道
弘
大
な
る
を
以
て
、
故
に
養

ハ 

老
は
燕
禮
を
以
て
す
。

こ
れ
は
後
に
師
覺
授

『
孝
子
傳
』
に

「親
の
爲
に
飮
を
取
り
て
堂
に
上
り
」
と

ハ 

表
記
さ
れ
、
『
全
相
二
十
四
孝
詩
選
』
の
後
牛
部
分
と
な

っ
た
。

以
上
、
武
氏
祠
畫
像
石
老
莱
圖
を
檢
討
し
た
結
果
、
武
梁
祠
西
壁
に
は
老
莢
子

が
深
衣
を
着
て
、
親
に
養
老

の
禮
で
あ
る
燕
禮
を
行
う
、
即
ち
燕
禮

「升
歌
」
の

舞
う
部
分
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
前
石
室
第
七
石
に
は
養
老
の
燕

禮
の
中
で
親
と
酒
を
交
わ
す

「飮
酒
」
の
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
帥
ち
武
氏
祠

畫
像
石
に
お
け
る
老
莱
子
の
孝
と
は
親
を
養
老
の
禮
で
あ
る
燕
禮
で
も
て
な
し
た

も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
武
氏
祠
畫
像
石
で
描
か
れ
た

「老
莢
衣
」
、
部
ち
深
衣
は
、
燕
禮
を
行
う
際
の
服
裝
と
し
て
老
葉
子
の
孝
の
象
徴

に
な

っ
た
。
ま
た
、
老
莢
子
が
深
衣
を
着
て
、
親
に
養
老
の
禮
で
あ
る
燕
禮
を

行

っ
た
こ
と
を
、
老
葉
子
の
孝
と
し
て
描
き
、
そ
の
孝
を
高
く
評
價
し
た
の
で
あ

る
。

三

で
は
、
『
全
相

二
十
四
孝
詩
選
』
て
は
、

「老
莱
衣
」
は
ど
の
よ
う
に
記
さ
れ
、

二

=
ハ

語
ろ
う
と
す
る
老
莱
子
の
孝
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
「老
莢
衣
」

の
表
現
に
お
い
て
、
『
全
相
二
十
四
孝
詩
選
』
本
文
で
は

「
五
色
斑
爛
の
衣
」
と
し
、
『
小
學
』
に
よ
る
も

の
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
服
裝

で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
。
詩
で
は
、

「春
風
綵
衣
を
動
か
す
」
と
し
、
「綵
衣
』

ハ
 

と
は

『儀
禮
』
士
冠
禮
鄭
玄
注
に
よ
る
と
、
未
成
年

の
服
裝
で
あ
る
。
改
め
て
本

文
を
見
る
と
、
老
莱
子
は

「身
に
五
色
斑
爛
の
衣
を
著
け
、
嬰
兒
の
戯
れ
を
親
の

側
に
爲
す
」
と
記
し
、
こ
こ
で
は
老
葉
子
の
衣
は
、
親
を
喜
ば
せ
る
た
め
の
、
老

葉
子
の
嬰
兒
の
戯
れ
の
道
具
と
な

っ
て
い
る
。

『
全
相
二
十
四
孝
詩
選
』
の
詩
及
び
本
文
に
繰
り
返
し
語
ろ
う
と
す
る
嬰
兒
の

「戯
」
は
陽
明
本

『
孝
子
傳
』
に
見
ら
れ
る
が
、
武
氏
祠
畫
像
石
の

「嬰
兒
の
態
」

ハ
 

の
意
味
と
異
な
り
、
『
孟
子
』
萬
章
上
篇
趙
岐
注
に
湖
る
。

一
方
、
『
全
相
二
十
四
孝
詩
選
』
に

「言
に
老
を
稱
せ
ず
」
と
い
う
重
要
な
文

章
も
あ
る
。
下
見
氏
の
御
指
摘
に
よ
れ
ば
、
老
葉
子
孝
行
読
話
に
お
け
る
こ
の
文

章
の
初
見
は
師
覺
授

『
孝
子
傳
』
で
あ
り
、
『
全
相
二
十
四
孝
詩
選
』
は
そ
の
影

響
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
文
章
は

『
禮
記
』
曲
禮
上
篇
の

「夫
れ
人
の
子

爲
る
者
は
、

恒
の
言
に
老
を
稱
せ
ず
」
の
部
分

(ま
た
は

『
禮
記
』
坊
記
篇
の

「父
母
在
さ
ば
、
老
を
稱
せ
ず
」
)
に
よ
る
と
思
わ
れ
、
そ
の
意
味
は
孔
穎
逹
の
疏

に
述
べ
る

「子
若
し
自
ら
老
と
稱
す
れ
ば
、
父
母
は
甚
だ
老
ゆ
。
さ
す
れ
ば
則
ち

其
の
親
を
感
動
せ
し
む
」
て
あ
る
。
し
か
し
、
下
見
氏
は

「師
氏
は
、
無
關
係
で

あ

っ
た

『
禮
記
』
の
こ
の
句
を
特
殊
な
意
味
に
限
定
し
て
こ
の
読
話
に
附
會
し
た

ハ 

も
の
と
思
わ
れ
る
」
と
も
指
摘
さ
れ
た
。

老
葉
子
孝
行
読
話
で
は
、
陽
明
本

『
孝
子
傳
』
に
も

「故
に
禮
に
日
く
、
父
母

在
さ
ば
、
言
に
老
を
稱
せ
ず
、
衣
に
純
素
せ
ず
と
は
、
此
の
謂
な
り
」
と
い
う
か

た
ち
で
こ
の
文
章
が
見
え
る
。

「父
母
在
さ
ば
」、
「衣
に
純
素
せ
ず
」
は
、
『
禮

記
』
曲
禮
上
篇
の

「父
母
存
さ
ば
、
冠
衣
素
を
純
に
せ
ず
」
に
よ
る
も
の
で
あ



る
。

「言
に
老
を
稱
せ
ず
」
は
同
し
く

『
禮
記
』
曲
禮
上
篇
に
よ
る
の
で
あ
る
。

「純
素
せ
ず
」
は
深
衣
の
縁
に
白
絹
を
使
用
せ
ず
、
喪

の
象
で
親
の
前
に
現
れ
な

い
よ
う
に
配
慮
す
る
こ
と
で
あ
る
。
「言
不
稱
老
」
の
理
由
は
孔
穎
達
の
疏
に
よ

れ
ば

「も
し
子
自
か
ら
老
を
稱
す
れ
ば
、
父
母
則
ち
甚
だ
老
い
、
則
ち
其
の
親
を

感
動
せ
し
む
」
か
ら
で
あ
る
。

よ

っ
て
、
兩
者

の
意
味
は
同
樣
て
あ
る
。
し
か

し
、
『
禮
記
』
曲
禮
上
篇
に
あ
る
、

「言
に
老
を
稱
せ
ず
」
の
後
に

「父
母
存
さ

ば
、
冠
衣
素
を
純
に
せ
ず
」
と
い
う
順
序
と
異
な
り
、
陽
明
本

『孝
子
傳
』
で
は

「言
不
稱
老
」
は

「父
母
在
」
と

「衣
不
絶
純
素
」
の
間
に
挾
ま
れ
て
い
る
。
老

莢
子
孝
行
説
話
で
の

「老
莱
衣
」

は
早
く
武
氏
祠
晝
像
石
に
確
認
さ
れ
る
の
で
、

「言
に
老
を
稱
せ
ず
」
は

「老
莢
衣
」
の
傳
承
中
に
、
老
莢
子
孝
行
説
話
に
附
會

さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
老
莢
子
孝
行
説
話
に
お
け
る

「言

に
老
を
稱
せ
ず
」
の
初
見
て
あ
る
師
覺
授

『
孝
子
傳
』
で
も
、
「父
母
倶
に
存
す
。

至
孝
蒸
蒸
。
常
に
斑
蘭
の
衣
を
著
く
」
(帥
ち
深
衣
)
と
い
う
記
逋
の
後
に
、
「孔

子
曰
く
、
父
母
老
い
た
れ
ば
、
常

に
言
に
老
を
稱
せ
ず
と
、
そ
の
老
を
傷
む
が
爲

な
り
」
と
あ
り
、
こ
の
順
序
も
陽

明
本

『
孝
子
傳
』
と
同
樣
で
あ
る
。
よ

っ
て
、

老
莢
子
孝
行
説
話
で
は
、

「言
に
老
を
稱
せ
ず
」
は

「老
莢
衣
」
の
話
を
基
に
、

そ
れ
に
附
會
さ
れ
て
き
た
の
で
あ

る
。

下
見
氏
の
御
指
摘
に
よ
れ
ば
、
「
父
母
在
れ
ば
、
老
を
稱
せ
ず
」
は

『
禮
記
』

坊
記
篇
に
も
見
え
る
。
そ
の
續
き
は

「閨
門
の
内
に
は
戯
れ
て
歎
か
ず
」
で
あ

る
。
改
め
て
陽
明
本

『
孝
子
傳
』

を
見
る
と
、
「年
九
十
、
獪
ほ
父
母
在
す
。
常

に
嬰
兒
の
自
家
の
戯
を
作
し
て
、
以
て
親
の
心
を
悗
ば
す
。
斑
蘭
の
衣
を
着
け
て

竹
馬
に
坐
下
す
」
と
し
、
正
に

『禮
記
』
坊
記
篇
で
い
う

「戯
」
そ
の
も
の
で
あ

る
。
そ
も
そ
も
陽
明
本

『
孝
子
傳
』
を
始
め
、
『
孝
子
傳
』
(『太
卆
御
覽
』
卷
六
八

九
所
引
)、
『
孝
子
傳
』

(『事
森
』
所
收
)
、
『
列
女
傳
』
(『蒙
求
』
注
眞
幅
寺
藏
本
)
、

『高
士
傳
』
(『蒙
求
』
準
古
注
及
び
徐
子
光

『
補
注
蒙
求
』
所
引
)、
『
高
士
傳
』

(『書

二

十

四

孝

の

孝

言
故
事
』
所
引
)、
『
高
士
傳
』

(『
君
臣
故
事
』
所
引
)
、
『
小
學
』
、
『
小
學
日
記
』、

『
日
記
故
事
』
(嘉
靖
二
+

一
(
一
五
四
二
)
年
)
卷

二
、
『孝
行
録
』、
『
趙
子
固
二

十
四
孝
書
晝
合
璧
』、
『
二
十
四
孝
原
編
』、
『
日
記
故
事
』
(萬
暦
三
十
九

(
=
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亠ハ

九
)
年
)
卷
頭
、
『
全
相

二
十
四
孝
詩
選
』、
御
伽
草
子

『
二
十
四
孝
』
等
に
老
莢

子
が
戯
れ
で
親
を
喜
ば
せ
る
こ
と
が
記
さ
れ
、
後
世

「老
莱
戯
」
(
「老
莱

の
戯

れ
」
)
と
呼
ば
れ
た
。
後
に
こ
れ
を
中
心
と
す
る
宋
、
元
の
戯
曲

「老
莢
子
」
或

い
は

「老
莱
子
斑
衣
」
が
現
煙

ま
た
、
『
紅
樓
夢
』
卷
五
十
四
に
も

「
二
十
四

孝
斑
衣
歔
彩
」
と
い
う
戯
曲
名
か
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
老
葉
子
孝
行
説
話

で
は
、
む
し
ろ

『
禮
記
』
坊
記
篇
の
影
響
が
大
き
い
と
言
え
よ
う
。

陽
明
本

『
孝
子
傳
』
の

「嬰
兒
と
作
り
て
」
「戯
れ
」、
「斑
蘭
の
衣
を
着
」
る

結
構
は
、
『
蒙
求
』
舊
注

(員
幅
寺
本
)
を
經
て
、
『
小
學
』
に
受
け
繼
が
れ
た
。

よ

っ
て
、
『
小
學
』
に
記
さ
れ
た
老
莢
子
の
孝
は

『禮
記
』
坊
記
篇
に
よ
る
も
の

て
あ
る
。
『
全
相
二
十
四
孝
詩
選
』

の

「老
葉
衣
」

の
表
現
は

『
小
學
』
に
よ
る

も
の
で
、
『
全
相

二
十
四
孝
詩
選
』
に
語
ら
れ
た
老
莱
子
の
孝
は
、
『
禮
記
』
坊
記

篇
の

「閨
門
の
内
に
は
戯
れ
て
歎
か
ず
」
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

終
り
に

老
莢
子
の
孝
に

つ
い
て
、
武
氏
祠
畫
像
石
と

『
全
相
二
十
四
孝
詩
選
』
を
比
較

し
て
み
る
と
、
長
い
傳
承
の
中
で
時
代

の
變
遷
に
拌
い
、
孝
の
内
容
も
前
者
の

「老
莱
衣
」
を
着
用
す
る
養
老
の
儀
式
で
あ
る

「燕
禮
」
か
ら
、
後
者
の
家
庭
内

の

「老
莱
戯
」

へ
と
、
變
遷
し
た
こ
と
が
讀
み
と
れ
る
の
で
あ
る
。

兩
者
を
比
較
す
る
と
、
ま
ず
孝
の
獨
象
に
變
遷
が
あ
る
。
武
氏
祠
晝
像
石
で

は
、
老
莱
子
か
親
に
野
し
て
燕
禮
を
行
う
が
、
燕
禮
は
養
老
の
禮
で
あ
る
た
め
、

こ
こ
で
は
親
を
老
人
と
す
る
意
味
合
い
も
含
ま
れ
る
。
『読
文
』
で
は
、
「孝
」
は
ヨ
ソ

「老
」

の
省
略
形
の
下
に

「子
」
と
作
り
、
善
く
父
母
に
事
え
る
義
と
す
る
か
、

二

一
七



日
本
中
國
學
會
報

第
五
十
四
集

古
代
で
は

「老
」
は

「老
人
」
の
意
味
で
あ
り
、

「孝
」
は

一
般
的
に
老
人
を
鞨

ハ 

象
に
す
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
武
氏
祠
畫
像
石
の
三
州
義
士
圖
も
血
縁
の
な
い
入

同
士
が
契
り
で
親
子
に
な

っ
た

こ
と
が
描
か
れ
、
陽
明
本

『孝
子
傳
』
に
よ
れ

お
 

ば
、
父
と
な

っ
た
の
は

「老
者
」
で
あ
る
。
後
漢
時
代
の
孝
に
は
養
老
も
含
ま
れ

ハも

る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
こ
れ
に
羇
し
て

『
全
相

二
十
四
孝
詩
選
』
で
は
孝
の
獨

象
は
「親
」
な
い
し
家
族
の
範
圏
に
限
定
さ
れ
、
養
老

の
部
分
が
睨
落
し
て
い
る
。

次
に
、
孝
の
本
質
に
つ
い
て
。
二
十
四
孝
の
孝
の
本
質
に

つ
い
て
は
、
下
見
氏

の
御
指
摘
に
よ
れ
ば
、

「子
が
親
か
ら
の
離
脱

・
獨
立

・
自
立
を
許
容
せ
ず
、
親

ヘ

へ

へ
の
依
存
と
服
從
奉
仕
を
要
求
す
る
理
念
を
根
底
と
し
て
い
る
」
と
さ
れ
て
い
る

が
、
武
氏
祠
畫
像
石
で
描
か
れ
た
老
莱
子
の

「燕
禮
」
は
、
前
石
室
第
七
石
に
描

か
れ
た
老
莱
子
の
よ
う
に
、
親
か
ら
酒
を
受
け
た
の
か
、
そ
れ
と
も
親
に
酒
を
差

し
上
げ
た
の
か
と

い
う
、

い
ず

れ
も

一
方
向

の
行
爲
と
は
剣
斷
し
難
く
、
正
に

『
儀
禮
』
燕
禮
篇
の
賈
公
彦
の
疏

に
遞
べ
た

「燕
禮
歡
の
心
を
主
し
、
奪
卑
を
辨

ず
」
と

一
致
し
て
親
と
子
が
相
互
に
燕
飮
を
以
て
樂
し
む
こ
と
を
示
し
、
そ
の

「孝
」
に
は
自
分
も
樂
し
み
な
が
ら
親
を
も
樂
し
ま
せ
る
主
體
性
を
持

っ
た
相
互

關
係
が
存
在
す
る
こ
と
が
窺
え
る
。

一
方
、
確
か
に
武
氏
祠
畫
像

石
で
は

「燕
禮
」
で
親
を
樂
し
ま
せ
る
の
に
對

し
、
『
全
相
二
十
四
孝
詩
選
』
で
は
嬰
兒
の
戯
れ
で
親
を
樂
し
ま
せ
て
お
り
、
こ

の

「老
莢
衣
」
か
ら

「老
葉
戯
」

へ
の
變
遷
は
、
養
老
の
禮
が
脱
落
し
た
こ
と
を

意
味
す
る
。
だ
溺
、
二
十
四
孝
の
孝
に
お
い
て
養
老
の
意
味
が
睨
落
し
て
も
、
『
禮

記
』
坊
記
篇
で
い
う
禮
の
影
響
を
受
け
、
禮
を
も

っ
て
孝
を
蠱
く
す
こ
と
は
武
氏

祠
畫
像
石
と
變
わ
り
は
な

い
。
こ
れ
は
二
十
四
孝

の
老
莱
子
の
孝
が
禮
を
基
盤
に

し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

二
十
四
孝
で
は
、
老
葉
子
説
話
の
他
、
黄
香
、

 ま

呉
猛
説
話
に
お
い
て
、

「定
省
」

の
禮
の
影
響
も
見
ら
れ
る
。
よ

っ
て
、
二
十
四

孝
の
孝
は
や
は
り
禮
を
大
き
な
背
景
の

冖
つ
と
す
る
こ
と
を
明
か
に
し
た
の
で
あ

一
=

八

る
。こ
の
よ
う
に
、

二
十
四
孝

の
孝
と
禮
と
の
關
係
が
明
ら
か
に
な

っ
た
と
同
時

に
、

二
十
四
孝
が
成
立
す
る
際
に
、
『
父
母
恩
重
經
』
な
と
の
佛
教
經
典
と
深
く

關
わ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
孝
の
複
雜
さ
が
窺
え
る
。
今
後
、
孝
の
内
容
に
變
邏
が

あ
る
こ
と
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
、

二
十
四
孝
の
他
の
孝
子
の
孝
を
追
究
し

つ

つ
、
孝
と
い
う
概
念
の
本
質
に
迫
り
た
い
。

庄(1
)

黒
田
彰
氏

『
孝
子
傳

の
研
究
』
(思
文

閣
出
版
、

二
〇
〇

一
年
)

]
章

一
節

及
び

拙
稿

「
丁
蘭
考
i
孝

子
傳

か
ら

二
十

四
孝

へ
ー

」

(『
和
漢
比
較
文

學
』

二
七
、

二

〇
〇

一
年
八
月
)
を
參
照
さ
れ
た

い
。

(2
)

黒

田
彰
氏
著
書

(
注

一
)

一
章

二
節
を
參

照
さ
れ
た

い
。

(3
)

母
利
司

朗
氏

「『
全
相

二
十

四
孝
詩

選
』

考
i

日
本
近
世
に
お
け

る

『
二
十
四

孝
』

享
受
史

の
諸

問
題
ー
」

(『
東
海
近

世
』

四
、

一
九
九

一
年

九
月
)
は
徳

田
進

氏
の

『
孝

子
説
話
集
の
研
究
-

二
十
四
孝
を
中
心
に
ー
』

(井
上
書
房
、

一
九
六
三

年
)

に
あ
る
読
を
總

括
し
、

三
系
統

に
分

類
し
た
も

の
で
あ

る
。

三
系
統

に

つ
い

て
、

黒
田
彰
氏
署
書

(
注

一
)

一
章

二
節
を
參
照
さ

れ
た
い
。

『
全

相

二
十
四
孝
詩
選
』

に

つ
い
て
は
、

母
利
氏

の
論
文
の
他
、
『
二
十

四
孝
詩

選
』

(全

國
書
房
、

一
九

四
六

年
。

禿

氏
砧
鮮
氏

「
二
十

四
孝
詩

選
解

説
」
を
付

す
)
、
橋
本
草
子
氏

「
「
全
相

二
十
四
孝
詩
選
」
と
郭
居
敬
ー

二
十

四
孝
圖
研
究

ノ
ー

ト

そ
の

一
ー
」

(『
人
文
論
叢
』
四
三
、

一
九
九

五
年

一
月
)
等
を
參

照
さ
れ
た

い
。

(4
)

魯

迅

『
二
十
四
孝
圖
』

(『
莽
原
』
第

一
卷
第

十
期
、

一
九

二
六
年

五
月

二
十
五

日
、
後

に

『
魯

迅
全
集
』

(人

民
文
學
出
版
瓧
、

一
九
七
三
年
)
卷

二
に
收

録
)
を

參

照
さ
れ
た

い
。

(5
)

下
見
隆

雄
氏
の

「
孝
の
本
質
を
點
檢
す

る
1
孝

子
説
話
を
中
心
に
ー

」

(『
古

田

敬

一
歡
授

頌
壽

記
念
中
國
學
論
集
』
、

汲
古
書

院
、

一
九
九
七
年
。
後

に

『
孝
と

母



、

性

の
メ
カ

ニ
ズ
ム
ー

中
國
女
性
史

の
靦
座
ー
』
(研
文
出
版
、

一
九
九
七
年
)
所
收
)

に

指
摘
さ

れ
て

い
る
。

な
お
、

同
氏

「
老
莱

子
孝
行

説
話
に
お

け
る
孝

の
眞

意
」

(『
東

方
學
』
九

二
、

一
九
九
六
年

七
月
。
後

に

『
孝
と
母
性

の
メ
カ

ニ
ズ
ム
ー

中

國

女
性
史

の
靦
座
1
』

所
收
)
、
『
母
性
依
存

の
思
想
ー

「
二
十

四
孝
」
か
ら

考
え

る

母
子

一
體
観
念
と
孝
ー

』

(研
文
出
版
、

二
〇

〇

二
年
)
等
も
參

照
さ

れ
た

い
。

(6
)

圖
は

『
漢

代
畫
像
故

事
卷
』

(
山
東
石

刻
藝
術
博
物
館

編

『
山
東

石
刻
藝

術
精

萃
』

所
收
、
浙
江
文
藝

出
版
瓧
、

一
九
九

六
年

)
に
よ
る
。
武
梁

祠
西
壁

の
榜
題

は

「
老
莱
子
楚
入

也
。

事
親

至
孝
。

衣
服
斑

連
。

嬰
兒
之
態
、

令
親
有
驩
。

君
子

嘉
之
、

孝
莫

大
焉
」

と
す

る
。

(7
)

『
全
相

二
十

四
孝
詩

選
』
龍

谷
大
學
藏
本
は

甲

(近
世
初
期
寫
)

・
乙

(室
町
後

期

寫
)

二
本
が
あ

る
。
『
全
相

二
十

四
孝
詩

選
』

(龍
谷
大
學
藏

乙
本
に
擦

り
、

甲

本

と
校
勘
し
た
も

の
)

で

は

「老

莢
子

戯
舞

學
嬌
痴
、
春
風
動

綵
衣
。
雙

親
開

口
笑
、
喜
色
滿
庭
聞
。
老
莱
子
至
孝
、
奉

二
親
。
行
年

七
十
、
身
著

(原
文

は
省
。

禿
氏
砧
群
氏

に
從

っ
て
著

に
訂

正
)

五
色

斑
爛
之
衣

(
乙
本

は
煽
。

甲

本
と

校
勘

し
て
斑
に
訂
正
)、
爲

嬰
兒
戯
於
親
側
。
養

極
甘
脆
、

言
不
稱
老
、

爲
親
常
取
食
上

堂
、

詐
跣
而
偃
、

作
小
兒
啼
、

以
娯

親
」

と
記
す
。

(
8
)

日
本
江

戸
時
代
、

龜

田
鵬
齋
校

『
舊

注
蒙
求
』

(
池

田
利
夫
氏

『
蒙
求
古

註
集

成
』

厨
收
)
で
は
、

「
老
莢
斑
衣

高

士
傳
。
老

莱
子
孝
行
養

親
。

年
七
十
。

父
母

獪
存
。
身
著

五
色
斑
襴
之
衣
。

作
嬰
兒
戯

於
親
前
。
取
食
上
堂
。

詐
跌

仆
。

因
臥

地
爲
小
兒
啼
。

欲
親
喜
焉
。

(以
上
は
龜

田
氏

の
校
文
)
徐

本
日
、

舊
注
云
、
著

五

色
斑
爛

之
衣
、

出
列
女
傳
、
今

文
無
載
、

按
小
學
稽
古
篇
、
載

老
葉
子

事
、

著

五

色
斑
爛

之
衣

云
云
、

又
書

言
故
事

日
、
身

著
五
色
煽
衣
、

注
煽
音
班
、

此
書
引
高

士
傅
、
今
文
無
此
事
、
詳
説
日
、
書
言
故
事
引
高

士
傳
、
載
老
莱

子
孝
養
之
事
、
則

高
士
傳
今
古
所
行
似
有
異

同
、
徐
氏

日
、

舊
注
云
、

出
列
女
傳
、

此
言
可
疑
、

(以

上
は
龜

田
氏

の
私
注
ご

と
記
す
。
私

注
が

參
照
し
た
江
戸
時

代
の
宇
都
宮
遯
庵

の

『
蒙
求
群
詭
』
で
は
徐
注

(
注
九
を
參

照
)
を
引
き
、

注
に

「
荊
蘭
之
衣
、

一
日
荊

木
名
蘭
、

草
名
、

言
畫
荊

蘭
之
衣
。

一
日
字
誤
也
。
小

學
作
五
色

班
爛
之
衣
。
書

二

十

四

孝

の

孝

言
故
事
卷

一
日
、

身
著
五
色
煽
衣
、

註
煽
音
班
、
煽

爛
衣

即
襁
褓
小
兒
之
衣
。

(中

略
)

舊
注
云
著
、
字

彙
、

斑
音
頒
。
読
文
、

駁
文
也
、

又

日
雜
色

日
斑
。

字
彙
又

日
.
爛
音
闌
、
煽
爛
、
色

不
純
、
又
文
貌

」
と
す
る
。
龜

田
氏

の

『
舊
注
蒙
求
』
は

豆
州
北
條
僣
月
潭
寫

本
を
底
本
に
、
奥

州
三
春
學
館
所
藏

本
、
正
統
十

一
年
刊
活

字
朝
鮮
本
、

寫
本
朝

鮮
本
、
高
野
古
寫

本
と
對
校
し
た
も

の
で
あ
り
、
底

本
及
び

對
校
本
は

現
存

不
明
で
あ
る
が
、

「
爛
」

と

「襴
」

の
違
い
は
龜

田
氏
が
氣
つ
か
な

か

っ
た
の
で
あ

ろ
う
。

(
9
)

『
小
學
』
て
は

「
老
棊

子
孝
奉

二
親
。
行
年
七
十
、
作
嬰
兒
戯
、
身

著
五
色
斑
爛

之
衣
。
嘗
取
水
上
堂
、
詐
跣
仆
、
臥
地
爲

小
兒
啼
。
弄
雛
於
親
側
。
欲
親
之
喜
」
と

記
す

。
南
宋

・
徐

子
光

『
補
註
蒙
求
』

に

「
老
莢
斑
衣

高
士
傳
。
老
莱

子
、

楚

人
。

少
以
孝
行
養
親

極
甘
脆
、
年

七
十
、

父
母
獪
存
。
莱

子
服
荊
蘭
之
衣
、

爲
嬰

兒
戯
於
親
前
。
言

不
稱
老
。
爲
親
取
食

上
堂
、

足
跌
而
偃
、

因
爲
嬰
皃
啼
。

誠
至

發
中
。
楚
室
方
亂
、

乃
隱
耕
於
蒙

山
之

陽
、

著
書
號
老
莱

子
、

莫
知
所
終
。

舊
注

云
、

著
五
色
班
爛
之
衣
、
出
列
女
傳
、
今
文
無
載
」

(文
祿

五
年
刊
)
と
記
す
。

(10
)

老
莱
子
孝
行
説
話

は
、
武
氏
祠
畫
像
石
を
始
め
、
主

に
後
漢

の
趙
岐

注

『
孟
子
』

萬
章
上
篇
、
『
列
女
傳
』

(『
藝
文
類
聚
』

卷

二
十
所
引
)、
『
列
女
傳
』

(『
蒙
求
』
注

(徐
子
光
が
い
う

『蒙

求
』
舊
注
、
『
蒙
求
』

注
眞
幅
寺
藏

本
)
所
引
)、
『
高
士
傳
』

(『
蒙
求
』
準
古

注
及
ひ
徐
子
光

『
補
注
蒙
求
』

所
引
)
、
『
高
士
傳
』

(宋

の
胡
繼
宗

『
書
言
故
事
』
所

引
)、
『
高
士
傳
』

(『
君
臣
故
事
』
所

引
)
、

六
朝

の
陽

明
本

『
孝

子
傳
』
、
南
朝
宋

の
師
覺
授

『
孝
子
傳
』

(『
太

罕
御

覽
』
卷
四

=
二
所
引
)
、
『
孝
子

傳
』

(『
太
罕
御
覽
』

卷
六

八
九
所

引
)
、
『
孝
子
傳
』

(『
初

學
記
』
卷
十

七
所
引
)、

徐
廣

『
孝
子
傳
』
、
『
孝
子
傳
』

(敦

煌
類
書

『
事
森
』
所

引
)
、
隋
唐
以
降

の
船
橋

本

『
孝
子
傳
』
、

唐
の
虞
世
南

『
北
堂
書
鈔
』
、

李
翰

『
蒙

求
』
、
白
居

易

『
白
氏

六
帖
』
、

王
伯
瑛

撰
敦
煌
類
書

『
勵
忠
節
抄
』
、
敦
煌
出

土

『
故
圓
鑒
大
師

二
十
四

孝
押
座
文
』
、
宋

の
傳
朱
喜
撰

『
小
學
』
、
呉
淑

『
事
類
賦
』
、
元

の
虞
韶

『
小
學
日

記
』
、
虞
韶

『
日
記
故
事
』

(嘉
靖

二
十

一

(
一
五
四

二
)

年
)
卷

二
等
に
記
さ
れ
、

ま
た

二
十

四
孝
資

料

で
は

『
孝
行

録
』
、
『
二
十

四
孝
原

編
』
、
『
趙
子

固

二
十
四
孝

二

一
九



日
本
中
國
學
會
報

第
五
十
四
集

害
畫
合
璧
』
、
『
日
記
故
事
』

(萬
暦
三
十
九

(
一
六

一
一
)
年
)

卷
頭
、

『
全

相

二

十

四
孝
詩

選
』
、

御
伽
草
子

『
二
十

四
孝
』
等

に
記
さ

れ
る
。

(11
)

宋

・
洪

遘

『
隷
釋
』
卷
十

亠ハ
は

「
斑
連
爲
斑
爛
」

と
記
し
、
清

の
瞿
中
溶

『
漢

武
梁
祠
畫

像
考
』

卷
三
は

「以
連
爲
爛
、
卸
以
爛
爲
爛

也
。

(
中
略
)
此
碑

以
連
爲

爛
、

或
同
音
而
借

耳
。

(中
略
)

中
溶

案
、
説

文
無
爛
字
、

只
合
作
連
。

又
連

爛
、

聲
之
轉
。

斑
連
亦
疂
韻
也
」
と
記
す
。

(
12
)

漢
代
に
修
復
さ
れ

た
堯
廟
碑

に

「
蘭
然
成
就
」
と

し
、
後
に

「爛
」
を

「蘭
」
と

作

る
と
さ

れ

る
。
『
三
國
志
』

の

『
呉
志
』
卷

二
の
孫
権
傳

に

「黄
金
車
班
蘭

耳
」

と

し
、
後

に

「
蘭
」
は

「爛
」
に
通
じ
る
と
さ
れ

る
。

(13
)

『
禮
記
』
王
制

篇

「斑
白
者

不
提
挈
」
に
鄭
玄
は
注
し

て

「
雜
色

日
斑
」
と
す
る
。

『
集

韻
』

に

「爛
、

煽
爛
、
色

不
純

也
」
と

し
、
『
古

今
韻
會
畢

要
』

に

「斑
、

周

禮

王
制
、
雜

色
日
斑
」
と
す
る
。

(
14
)

陽
明
本

『
孝
子
傳
』
は

「楚
人
老
葉
子

(原
文

は
莱

之
。
莢
子
に
訂

正
)
者
、
至

孝
也
。
年
九
十
、
獪

父
母
在
。
常
作
嬰
兒
自
家
戯
、
以
悗
親
心
。
着
班
蘭
之
衣
、
而

坐
下
竹
馬
。
爲
父
母
上
堂
取
漿
水
、
失
脚
倒

地
、
方
作
嬰
兒
啼
、
以
悦

父
母
之
懷
。

故
禮

日
父
母
在
、

言
不
稱
老
、
衣

不
絶
純
素

(
絶
は
衍
字
)
、

此
之
謂
也
。
贊

日
、

老
莱

(原
文
は
莱
。
莱

に
訂
正
)
至
老
、
奉

事

二
親
、
晨
昏
定

省
、
供
謹
彌
懃
、
戯

倒
親
前
、
爲

嬰
兒
身
。

高
道
衆
備
、

天
下
稱
仁
」
と

記
す
。

(
15
)

『
禮
記
』

曲
禮
上
篇
は

「
爲
人
子
者
、

父
母
存
、
冠
衣
不
純
素
。
孤
子
當
室
、
冠

衣

不
純
采

」
と
記
す
。

漢

の
鄭
玄

の
注
に

「爲
其
有

喪
象
也
。

純
縁
也
。

(中
略
)

深
衣

日
、

具

父
母
、

衣
純
以
青
」
と

「
早
喪
親
、
雖

除
喪
、

不
忘
哀
也
。

(中
略
)

深
衣

日
、
孤

子
衣
純

以
素
」
と
あ

る
。

(
16
)

『
禮
記
』

深
衣
篇
は

「
具
父
母
、
衣
純

以
青
。
如

孤
子
、
衣
純

以
素
、
純
袂
縁
純

邊
、
廣
各
寸
牛
」
と

記
し
、
鄭
玄

の
注
は

「純
、
謂
縁

之
也
。
縁
袂
、
謂
其

口
也
。

縁
、
鯣
也
。
縁
邊
、

衣
裳
之
側
。

廣
各
寸
孚
、
則
表
裏

共
三
寸
矣
」
で
あ

る
。

(
17
)

深
衣
に

つ
い
て
、

現
存
資
料
は

『
禮
記
』

の
注
釋
書

に
散
見
す
る
他
、
宋

の
朱

事

『
深
衣
制

度
』
、
文

天
群

『
深
衣
吉

凶
通
服

読
』
、
金

履
鮮

『
深
衣

小
傳

・
外

二
二
〇

傳
』
、
車
垓

『
深
衣
疑
義
』
、
朱
右

『
深
衣
考
』
、

王
廷
相

『
深
衣
圖
論
』
、
侯

元

『
深

衣
辨
』
、
清

の
黄

宗
羲

『
深
衣
考
』
、
江

永

『
深
衣
考
誤
』
、
任

大
椿

『
深
衣
釋
例
』

等
が
あ
る
が
、
『
經
義
考
』

に
よ
れ
ば
、

佚
書
も
多

い
。

深
衣

の
形
に
關
し
て
原

田
淑
人
氏

は

『
坩
補
漢
亠ハ
朝

の
服
飾
』

(『
東

洋
文
庫
論

叢
』

四
九
、

一
九
六
七
年
九
月
)

で
深

衣

の
特
徴

の

一
つ
で
あ

る

「
鉤
邊
」

(『
禮

記
』

深
衣
篇
、

鄭
玄
注

「若
今
曲

裾
」)

に
注
目
し
、

江
永

『
深
衣
考

誤
』

の
深
衣

復
元

圖
を
改
修

し
た
。
原

田
民

の
影
響

を
受
け

て
、

孫
機

氏
は

「深

衣
與
楚
服

」

(『
考
古

與
文

物
』

一
九
八

二
年
第

一
期
、

後
に

『
中
國
古

輿
服
論
叢
』
所

收
V
に

楚
墓
よ
り
出
土
し
た
木
製
俑
に
よ
り
深
衣

の
墓
圖
を
描

い
た
。
林
巳
奈
夫
氏
は

「
西

周
時
代

玉
人
像

の
衣

服
と

頭
飾
」

(『
史
林
』
第

五
五
卷
第

二
號
、

一
九

七

二
年
三

月
)

で
、

西
周
中

・
後
期

の
玉
人
像

(需
旨
5
二

露
♪

国

首

目
'b。
)
が
着

用
す
る

「
前
に
衽
が

つ
け
ら
れ
、
す
そ
を
横

か
ら

み
る
と
衽

か
ら
後

に
垂

れ
た
す

そ
に
か
け

て
鈎
形
に
邊
幅
が

つ
け
ら
れ
て

い
る
」
服
は
、
『
禮
記
』

に
記
さ

れ
た

深
衣
て
あ
る

こ
と
を
指
摘

し
た
。

諸
説

の
中
、
林
氏

の
読
は
深
衣

の

「
以
て
規
矩
繩
構

衡
に
應

ず
」

(「
以
磨
規
矩
繩
構

衡
」
)
と

い
う
特

徴
に
も
留
意
し
、

深
衣

の
原

型
を
想
定
す

る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、

周
訊

・
高
春
明
兩
氏

は

『
中
國
古

代
服
飾
大
觀
』

(重
慶

出
版
肚
、

一

九
九

五
年
)

に
お

い
て

「
在
深
衣
的
演

變
過
程
中
、
大
抵

經
歴
了
遮
幺

几
个
階
段

先
是
采
用
曲
裾

・當
人
們
的
内
補
得

到
完
善
之
後
、
進

而
發
展
爲
直
裾

・以
後

又
從
直
裾
發

展
爲
檐

楡
和
袍
、
袍
和
擔

楡
竝
行
了

一
个
階

段
之
後
、
則
替

代
了
擔

楡
」
と
、

深
衣

の
變
遷
を
指
摘

し
、
深

衣

の
原

型
に
關

し
て
認
識
が

異
な

る
が
、

『
南
齊
書
』
卷
十
に
も

「
深
衣
之
變
」
と

い
う
言
葉
が
見
え
る
。

更
に

『
宋
書
』
卷

十
八
に

「單
衣
、
古

之
深
衣
也
。
今

單
衣
裁
製
與

深
衣

同
、

唯
絹
帯
爲

異
」、
『
宋

史
』

卷

一
五
三
に

「
深
衣
用
白
細
布
、

度
用
指

尺
、
衣

全
四
幅
、

其
長

過
脇
、

下

屬
於
裳
。
裳
交
解
十

二
幅
、
上
屬
於
衣
、
其
長
及
踝
。
圓
袂
方
領
、
曲
裾

黒
縁
。
大

帶
、

緇
冠
、

幅
巾
、

黒
履
」
と
あ

り
、
『
禮
記
』

に
記
す
深
衣
と

異
な

る
覗
點
か
ら

の
深
衣

の
變
邏
が
確
認
さ

れ
る
。
『
禮
記
晋
義
』

四

・
儒
行
第
四
十

一

「
單
衣
」
下



に

「
單
衣

本
亦
作
襌

」
と
あ
り
、
『
方

言
』

に
は

「襌

衣
、

江

・
淮

・
南
楚
之
間
謂

之
襍
。
古

謂
之
深
衣

」
と
し
、
『
釋
名
』

「釋
衣
服
」

に

「襌
衣
、

言
無
裏
也
。

(中

略
)

荊
州
謂
襌
衣

日
布

襦
、
亦

日
擔
楡
」
と
す

る

の
は
、

周

・
高
兩
氏

の
説
を
裏

付
け

る
。

林
氏
は
深
衣

を
曲
裾

の
衣
と
區

別
し
た
が
、
衽
か

ら
後
に
垂
れ
た

す
そ

に
か
け

て
鈎
形
に
邊

幅
が

つ
け

ら
れ

て
い
る
部
分
を
切
り
放
す

と
、
曲
裾

に
變
遷

し
て

い
く
可
能
性
も
考

え
ら
れ

る
。

た
だ

し

二
十

五
史

の
深
衣

に
關
す

る
記
遞
に

は
、

深
衣

の
衣
と
裳

と
ホ
繋
が

っ
て

い
る

點
、

及
び
そ

こ
に
縁

が
あ
る

(た

だ
縁

を

施
す

部
分
は

『
後
漢
書
』
卷
四
十
等
に
は

「隱

領
袖
縁

以
條
」
と
し
、
既

に

『
禮

記
』

深
衣
篇
と
異
な

る
)
と

い
う
深

衣
の
特
微
に
は
異
同
は
見
ら
れ
な

い
。

な
お
、

深
衣

の
生
地

の
色

は
、

『
魏
書
』
卷

百
八

(醴

志
三
)

の

「
白
布
深
衣
」

や
、

『
禮
記
』

王
制

篇

の
孔
穎
蓮

の
疏

「深

衣
謂
白
布
衣
、

以
質
用
布
而

己
」

(注

二
十
參
照
)
に
よ
れ
ば
、
元
來
白
で
あ
る
。
深
衣

の
縁

は

『
禮
記
』
深
衣
篇

の

「衣

純

以
青
」

(
注
十
六
參
照
)

に
よ
れ
ば
、
青

一
色
で
あ
る
。

「斑

蘭
」

(即
ち

雜
色
、

注
十
三
參
照
)
と
は
生
地
と
縁

の
色
が
異
な

る
こ
と
で
あ
る
。

(18
)

老
莢

子
孝
行
読
話
に
お

い
て
、
襴
衣
と

記
す

の
は
、

孝
子
傳
資

料
で
は
、

注

八

の
他
、
徐
廣

『
孝

子
傳
』

(『
重

較
説
郛
』

卷
五

八
所
收
。
徐

廣

『
孝

子
傳
』

そ

の

も

の
で
は
な
く
、

輯
本

で
あ

る
と
黒

田
彰

氏
は

『
孝
子
傳

の
研
究
』

で
指
摘
さ
れ

た
)
、
『
孝
子
傅
』

(『
初
學

記
』

卷
十

七
所

引
)、

『
孝
子
傳
』

(『
太
卒
御
覽
』

卷
亠ハ

八
九
所
引
)
、
『
君

臣
故
事
』
等

で
あ

り
、

二
十

四
孝
資
料

で
は

『
日
記
故
事
』
卷

頭

(萬
暦

三
十
九

(
一
六

=

)
年

版
)
、
『
趙
子
固

二
十

四
孝
書
畫
合
璧
』

等

で

あ
る
。

「襴
衣
」

に
關
す

る
記
述
に

は

『
玉
篇
』
、
『
續
事

始
』
、

『
舊
唐

書
』

卷

四

十

五
、
『
新
唐
書
』
卷

二
十

四
、
『
集

韻
』
、
『
綱

目
集
覽
』
、
『
事
物

紀
原
』
、
『
宋
史
』

卷

百
五
十

三
等
が
あ
る
が
、

以
下

の
三
読
に
分
か
れ
る
。

(1
)
襴

は
衫

で
あ

る

(『
玉
篇
』
、
『
集

韻
』
)。
『
玉
篇
』

で
は

「襴
、
衫
也
」
と
記

し
、
衫

の
意
味
は

「衫
、

同
上
」
と

し
、

そ

の
上

の
字

「懺

」

の

「襌

襦
也
」

に

當
た
る
。

「襌
襦
」
に

つ
い
て
、

『
方
言
』
に

「
汗
襦

(中

略
)

陳
魏
宋
楚
之
間
謂

之
擔
楡
、
或
謂
之
襌
襦
コ

(
以
下
郭

璞
注
)
今
或
呼
衫
爲
褌

襦
」
と
記
し
、

「檐
楡
」

二

十

四

孝

の

孝

は
注
十
七
に
示
し
た
よ
う
に
深
衣

の
變
形
で
あ
り
、

「衫
」
は
部
ち
深
衣

で
あ
る
。

ま
た
、

五
代

・
馬
縞

『
中
華
古
今

注
』

「布
衫
」

に

「
三
皇
及
周
末
庶
人
、

服
短
褐

襦
、
服
深
衣
。
秦
始
皇
以
布
開
胯
、
名

日
衫
」
と
深
衣
と
衫

の
關
係
を
述

べ
て
い
る
。

(2
)
深
衣
に

「襴

」
(縁
取
り

の
布
を
付
け
た
す
そ
)
を

つ
け
た
服

で
あ
る

(『
績

事
始
』
、
『
綱
目
集
覽
』
、
『
事
物
紀

原
』
)
。
『
績
事

始
』

の

「
襴
衫
」
は

「
唐
馬
周
上

議
日
、
臣
尋
究
禮
經
、
無
衫
服
之
文
。
三
代
以
布
爲
深
衣
。
今
請

於
深
衣

之
下
、
添

襴
及
裙
、

名

日
襴
衫
、

以
爲
上
士
之
服
。

(中
略
)
今
之

公
服
、

蓋
取
襴
衫
之
制
」

と
述

べ
る
。

注
十

七
深
衣

の
變
遷
を
述

べ
た
が
、

こ
こ
で
は
深
衣
に

「襴
」

を

つ

け
た

服
で
あ

る
。

(3
)
襴

の
あ
る
服

(『
新
唐
書
』
、
『
宋
史
』
)
。
『
新
唐
書
』

で
は
、

「禮
無

服
衫
之

文
、

三
代
之

制
有
深
衣
。

請
加
襴

・
袖

・
標

・
撰
、
爲

士
人
上
服
」
と
記
し
、
『
宋

史
』

は

「襴
…衫
。

以
白
細
布
爲
之
、
圓
領

大
袖
、

下
施
横
襴

爲
裳
」
と
記
す
。
『
新

唐
書
』

の
記
述
か
ら
は
深
衣
と
關
連
す

る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

(19
)

清

の
任

大
椿

『
深
衣
釋
例
』

(『
皇
清
經
解
績
編
』

卷

一
九

一
所
收
)

は

「
深
衣

爲
古
養
老

及
燕
群
臣
之
服
。
王
制
、
有
虞
氏
深
衣
而
養
老
。
注
、
凡
養
老
之
服
、
皆

其
時
與
群
臣
燕
之

服
。

有
虞
氏
質
、
深
衣

而
巳
。
正
義
、

深
衣
白
布
衣
。

案

(
中

略
)
蓋
有
虞
氏
最
質
、
燕
及
養
老
之
服
不
殊
衣
裳
。

(中
略
V
又
考
、
有
虞
氏

深
衣
、

則
衣
裳
竝

用
布
。

(中
略
)
又
案

(
中
略
)

至
有
虞

氏
爲
極
盛
、

而
其
燕

群
臣
及
養

老
則
但
以
白
布
深
衣
、

抑
何
質
也
。
考
明
堂

位
、
有
虞
氏

服
餓
。

注
、
舜
始
作
之

以
尊
祭
服
。
蓋

三
代

以
前
惟
祭
服
躁
火
山
龍
、

餘
事
止
服

深
衣
。

路
史
後
紀
、
有

虞
氏
紀
云
、
冕

望
紘

綜
緇
衣
緬
裳
、
部
盆

稷
所
云
十

二
章

也
。

又
云
、
養

國
老

于

上
庠
、
養
庶
老
于
下
庠
、
深
衣
燕
禮
、
脱
履
升
堂
。
即
此
經
所

云
深
衣
養
老
也
」
と

述
べ
る
。

(20
)

『
禮
記
』
王
制
篇
に

「
几
養
老
、
有
虞
氏
以
燕
禮
。
夏
后
氏
以
饗
禮
、

殷
人
以
食

禮
、

周
人
脩
而
兼

之
」
と
記
し
、
鄭
玄

の
注
に
は

「兼

用
之
備
陰
陽
也
。

凡
飮
養

陽
氣
、
凡
食
養
陰

氣
、
陽
用
春
夏
、
陰
用
冬

秋
」
と
あ

る
。

孔
穎
逹

の
疏

は

「有

虞
氏
以
燕
禮
者
、

虞
氏

云
、
燕
禮
脱
履
升

堂
。

崔
氏

云
、

燕
者
殺
烝
於
俎
、

行

一

二
二

一



日
本
中
國
學
會
報

第

五
十

四
集

獻
之
禮
、

坐
而
飮

酒
以
至
於

醉
。

以
虞

氏
帝
道
弘
大
、

故
養
老
以
燕
禮
」
と

述

べ

て

い
る
。
ま

た
、
王
創
篇
に

「有
虞
氏
皇

而
祭
、
深
衣
而
養
老
」
と

記
し
、
「
深
衣
」

の
下
に
鄭

玄

の
注

「凡
養
老
之

服
、
皆
其
時

與
群
臣
燕
之

服
。

有
虞
氏
質
、

深
衣

而
已
」
と
あ

り
、

孔
穎
逹

の
疏

に

「云
有
虞

氏
質
、
深
衣

而
已
者
、
深
衣
謂

白
布

衣
、

以
質
用
布
而

已
」
と
あ
る
。
な
お
、
『
禮
記
』
内
則

篇
に
も
王
制
篇
と

同
樣

の

文
章

を
記
し
て

い
る
。

(21
)

燕
禮
に

つ
い
て
は
、
『
儀
禮
』
燕
禮
篇
て
は
唐

の
賈

公
彦

の
疏

に

「
鄭
目
録
云
。

諸

侯
無
事
、
若
卿

大
夫
有
勤
勞
之
功
、
與
群

臣
燕

飮
以
樂
之
。
燕
禮
於

五
禮
屬
嘉
」
、

「鄭

箋
云
、

(中
略

)
君
以
禮
樂
與
之

飮
酒
」
、

「燕

禮
主
歡
心
、

不
辨
尊
卑
」
と
す

る
。

一
方
、
『
禮
記
』
王
制

・
内
則
兩
篇

に
記
す
よ
う
に
、
養
老

の
禮
と
し

て
も
行

わ
れ
、

『
儀
禮
』

燕
禮
篇
以
外
に

は
詳
し

い
記
載

は
な

く
、
僅

か
に

『
周
禮
』
樂

師
梓
人
篇
、
『
禮

記
』

射
義

・
燕
義
篇
な
ど

に
散
見
さ

れ
る
た
け
で
あ
る
。
燕
禮

に

關
す
る
研
究

は
、

呉
煥
瑞
氏

『
儀
禮

燕
禮

儀
節
研
究
』

(文
津
出
版
瓧
、

一
九
七

二

年
)
、
池

田
末
利
氏

『
儀
禮
』

(東
海

大
學
出
版
瓧
、

一
九
七

四
年
)
な

ど
を
參

照

さ

れ
た

い
。

養
老

は
古
代
で
は

「養
老
乞
言
」

(『
禮

記
』
文

王
世
子
篇
)
等

の
文
言
が
あ
り
、

年

寄
り
に
政
を
請
う
意
味
も
含
ま
れ

て
い
る
。
ま
た

「祭
祀
養
老
是
相
對
之
事
。
故

樂

記
云
祀
乎
明
堂
以
激
諸
侯
之
孝
、
食

三
老

五
更
於
大
學
以
歡
諸
侯
之
悌
也
」
(『
毛

詩
』

大
雅

.
思
齊
第

三
章

の
疏
)
等

の
記
述

か
ら
、
養
老

の
重

要
性
が
分
か
る
。
養

老

に

つ
い
て
の
記
事
は
、
『
毛
詩
』

大
雅

・
上
掲
、
『
周
禮
』

地
官
司
徒

・
大

司
徒

及
び
遺

人
、
『
禮
記
』
王
制

・
内
則

・
文

王
世
子

・
郷
飮

酒
義

・
射
義
篇
、
『
左
傳
』

(
昭
公
十

四
年
傳

)、

『
孟
子
』
離
婁
上
篇

・
告
子
下
篇

・
蠱

心
上
篇
、
『
後
漢
書
』
卷

十

四

.
養

老
等
に

見
え
る
。
な
お
、
養

老

の
研
究

に
關
し

て
、
渡
邊

武
氏

「漢
代

養
老
儀
禮

に
お
け
る
三
老

五
更

の
問
題
」

(『
東
方
學
』

四
六
、

一
九
七
三
年
)
、
高

成
鳶
氏

『
中
華

尊
老

文
化
探

究
』

(中

國
瓧
會
科
學
出
版
瓧
、

一
九
九
九
年
)
等
が

諭
じ

て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
燕

禮
を
用
い
て
養
老
す

る
の
は
舜

で
あ

る
こ
と
に
留
意
し

て
頂
き

二
二
二

た

い
。

(
22
)

『
孝
行
録
』
が
早
期
テ
キ

ス
ト

で
あ
る

こ
と
は
金
文
京
氏

の

「『
孝
行
録
』
と

「
二

十

四
孝
」

再
論
」

(『
藝
文
厨
究
』

六
五
、

一
九
九

四
年

三
月
)

に
お

い
て
言
及
さ

れ
、

拙
稿

「
二
十
四
孝

の
研
究
ー
宋

・
遼

・
金

の
孝
子
圖
と

『
孝

行
録
』
1
」

(『
名

古

屋
大
學
人
文
科
學
研
究
』

三

一
、

二
〇
〇

二
年
四
月
)

に
、
『
孝

行
録
』

前
贊
章

所
牧

二
十

四
人
は
、

黒
田
彰
氏

の

「
孝
子
傳

の
圖
-

宋

・
遼

・
金

を
中
心
と
す

る

ー
」

(『
京
都
語
文
』
七
、

二
〇
〇

一
年

五
月
、
後

に
前
掲
著
書

(
注

一
)
所
收
)
に

列

擧
さ
れ
た
宋
、
遼
、

金

の
古
墓

に
見
ら
れ
る
孝
子
圖

の
孝
子
と

一
致
す
る

こ
と

に
よ
り
、
そ

の
基
と
な

っ
た

二
十

四
孝

は
三
系

統

の
中
で
も
比
較

的
早
期
に
成

立

し
た
テ
キ

ス
ト

で
あ

る
こ
と
を
論
じ
た
。
『
孝

行
録
』

(南
葵
文
庫
藏

本
)

で

「
大

舜
象

耕
」
は

「虞
舜

父
瞽
艘

再
娶
而
生
象
。

父
頑
母
囂
象
傲
。
屡
欲

殺
舜
。
舜
惟

承

順
爲
事
。

時
耕
歴

山
、

感
象
耕
鳥
耘
、
堯
聞

之
而
禪
其
位
焉
」
と

記
す
。
舜

に

つ
い
て
は
、
『
尚
書
』
、
『
孟
子
』
、
『
史
記
』
な
と
を
始
め
、

諸

々
の
書
物
に
記
さ
れ

て
い
る
が
、

「舜
惟

承
順
爲
事
」
と

い
う
孝

の
姿
勢
は

『
孝
行
録
』

の
注
解
を
施

し

た
梅
近
が

『
孟
子
』
萬
章
上
篇
に
よ
る
も

の
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
『
孟
子
』
萬
章

上
篇

「
大
孝
終
身
慕

父
母
。

五
十
而
慕
者
、
予
於

大
舜

見
之
矣
」

の
漢

の
趙
岐
注

は

「若
老
莱
子
、
七
十
而
慕
、
衣

五
綵
之
衣
、
爲
嬰
兒
匍
匐
於
父
母
前
也
」
で
あ
る
。

(
23
)

『
孟
子
』
盡
心

下
篇

の

「孟
子

日
。
舜

(
中
略
)
及
其
爲
天
子
也
、
被
袗
衣
」

の

趙
岐
注
は

「袗
畫

也
。

(中
略
)
及
爲

天
子
、
被

豊
衣
、
黼
黻
締
繍
也
」
と

し
、
『
晏

子
春
秋
』

内
篇

.
諌

・
下
は

「
公
衣

黼
黻
之
衣
、
素
繍
之
裳
、

一
衣
而
五
綵
具
焉
」

と
す
る
。

(24
)

『
後
漢
書
』
禮
儀
志
で
は

「
仲
秋
之
月
、
縣
道
皆
案
戸
比
民
。
年
始
七
十
者
、
授

之
以

玉
杖

(中
略
)
。

玉
杖
長
九

(
校
勘
に
從
う
)
尺
、
端

以
鳩
鳥
爲
飾
。
鳩
者
、

不
噎
之
鳥

也
。

欲
老
人
不
嘖
」
と

記
し
、
『
禮

記
』

曲
禮
上
篇

に

「
大
夫
七
十
而
致

事
。

若

不
得
謝
、

則
必
賜
之
几
杖
」
と

記
す
。

武
氏
祠
畫
像

石
及
び
泰
安

大
挾

口

漢
畫

像
石

で
は
、
董

永

の
父
も
鳩
杖
を
持

っ
て

い
る
。
陽

明
本

・
船
橋
本

『
孝
子

傳
』

に
老
莱
子
が

「竹

馬
」
と

い
う

玩
具
に
坐

っ
て
遊
ん

で
い
る
記
述
が
あ

る
が
、



『
博
物
志
』

に

「
小
兒

五
歳

日
鳩
車
之
戯
、

七
歳

日
竹
馬
之
戯
」
と
記
す
。

ミ
ネ
ア

ポ

リ

ス
美
術
館
藏
北
魏
石
棺

(『
奥
村
伊
九
良

氏

「鍍

金
孝
子
傳

石
棺
の
刻
晝
に
就

て
」、

『
瓜

茄
』

五
、

帰
九

三
九
年

二
月
)

に
は
鳩

車
が
描

か
れ

て
い
る
。
後

世
、

『
列
女
傳
』

(『
藝
文
類
聚
』
卷

二
十
所
引
)
等

は

「
或
弄
鳥
鳥
於
親
側
」
と
記
す
。

(25
)

嘉
興

地
區
文
管
會

・
海
寧
縣

博
物
館

「
浙
江
海
寧
東

漢
畫
像

石
墓

發
掘
簡

報
」

(『
文
物
』
、

一
九
八

三
年
第

五
期
)
、
岳
鳳
霞

・
劉
興
珍
氏

「
浙
江
海
寧
長
安

鎭
畫

像

石
」

(『
文
物
』
、

一
九
八

四
年
第

三
期
)
。

(26
)

傳
狩
野

元
信

「
二
十

四
孝
圖
屏
風
」

(武

田
恒
武
氏

「
大
畫

面
に
み
る
山
水
構
成

の
特
例
に

つ
い
て
」、

『
國
華
』

一
〇

八
六
、

一
九
八

五
年

八
月
)
等

の
老
來

圖
で

あ

る
。

(27
)

注

四
魯

迅
の

『
二
十

四
孝
圖
』
に
、

「朱
喜

日

叢
、
小
鼓
、
兩
旁
有

耳

・持
其

柄

而
搖
之
、

則
旁
耳
還
自
撃
」

は
、
朱
喜

の

『
論
語
集
注
』

微
子
篇

「播
叢

武
入

于
漢
」

の
注
で
あ

る
と
記
し

て
い
る
が
、
實

際
に
は

『
周
禮
』

春
官
小
師

の
鄭
玄

注
て
あ
る
。

馥
鼓

の
使
用
に

つ
い
て
は

『
尚
書
』
皐

陶
謨
篇
、
『
儀
禮
』

大
射
禮
篇

等

に
記
さ
れ

て

い
る
。
漢

の

「舞

者
豊
像
磚

」

(『
中

國
の
タ
イ
ル
』
所
收
、

株
式

會

肚

鬘

、

一
九
九

四
年
)
等

に
も
描

か
れ
て

い
る
。

(28
)

曾
永
義

氏

『
儀
禮
樂
器
考
』

(『
儀
禮
復
原
研
究
叢

刊
』
所
收
、

臺
灣
中
華
書
局
、

一
九
七

一
年
)
を
參
照
さ
れ
た

い
、

(29
)

『
尚
書
』
皐
陶
謨
篇
に

「
蔓

日
戛
撃
鳴
球
、
搏
拊

琴
瑟
、
以
詠
、
祀
考
來
格
。
虞

賓

在
位
、
羣

后
徳
讓
。
下
管

・
叢

・
鼓
、

合
止
祝

・
致
、
笙

・
鑄
以
聞
、
鳥

獸
蹌

蹌
。

籏
韶
九
成
、

鳳
皇
來
儀
」
と

記
し
、

唐

・
李
嵶

『
李

嬌
雜
咏
』

「
鼓
」

に

「舜

日
詣
畿
響
、
堯
年
韻
土
聲
」
と
記
す
。

(30
)

燕

禮
に
關
し

て
注

二
十

八
を

參
照
さ
れ

た
い
。

ま
た

『
儀
禮
』
燕
禮
篇

は

「其

牲
、

狗
也
。

亨
于
門
外
東
方
。

(中
略
)
若

以
樂
納
賓
、

則
賓
及
庭
、

奏
肆

夏
。

賓

拜
酒
、
主

人
荅

拜
而
樂
関
。

公
拜
受
爵

而
奏

肆
夏
、

公
卒

爵
、

主
人
升
受
爵

以
下

而
樂
闃
。

升
歌
鹿
鳴
、
下
管
新

宮
、
笙

入
三
成
。
逖
合
鰹
樂
。

若
舞
、
則
勹

」
と

記
す
。

二

十

四

孝

の

孝

(
31
)

『
宋
刻
孝
經
附

二
十

四
孝

圖
説
』
(天
津
古
籍
書
店

影
印
出
版
、

一
九
八
七
年
)
を

參
照
さ
れ
た
い
。

(32
)

注

二
十
を
參

照
さ

れ
た
い
。

(
33
)

師
覺
授

『
孝
子
傳
』
は

「師
覺
授
孝

子
傳
日
、
老
莢
子
者
楚

人
、
行
年
七
十
、
父

母
倶
存
、

至
孝
蒸
蒸
。

常
着
班
蘭
之

衣
、

爲
親
取
飮
上
堂
、

脚
蹟
、

恐
傷

父
母
之

心
、
因
僵
仆
爲
嬰
皃

啼
。
孔
子

日
、

父
母
老
、

常
言

不
稱

老
、

爲
其
傷
老
也
。

若

老
莱
子
、
可
謂
不
失
孺
子
之
心
矣
」
(『
太
卆
御
覽
』
卷

四

一
三
所
引
)
で
あ

る
。
こ

こ
で
は

「飮
」
と

記
し
て
い
る
が
、
六
朝
時

代
の
陽
明
本

『
孝
子
傳
』
は

「
漿
水
」
、

『
列
女
傳
』
(『
藝

文
類

聚
』
卷

二
十
所
引
)
は

「漿
」、
『
小
學
』
は

「水
」
と

記
す
。

『
周
禮
』
天
官

・
酒
正

「辨

四
飮
之
物
、

一
日
清
、

二
日
醫
、

三

日
漿
、

四
日
酌
」

の
鄭
玄
注
は
こ
れ
ら

を

「
文
字
不
同
、

記
之
者
各
異
耳
、

此
皆

一
物
」
と
す
る
。

(
34
)

『
儀
禮
』

士
冠
禮

に

「
將
冠
者
采
衣
紛
、

在
房
中
南

面
」
と

し
、

鄭
玄

の
注
は

「采
衣
、

未
冠
者
所

服
。

玉
藻

日
、
童

子
之
節
也
。
緇
布
衣
錦
縁
、

錦
紳

竝
紐
、
錦

束
髮
、
皆
朱
錦
也
」

と
し
、
唐

の
賈

公
彦

の
疏
は

「釋

日
、

將
冠
者
、
印
童

子

二

十
之
人
也
。

(中
略
)

云
維
布
衣
錦
縁
者
、

(中
略
)
故

云
緇
布

衣
以
錦
爲
緇
布

衣

之
縁
也
。

云
錦
紳
者
、

以
錦
爲
大
帶

也
。

云
竝
紐
者
、
亦

以
錦

爲
紐
紳
之
垂
也
。

(中
略
)

云
皆
朱
錦

也
者
、
童

子
之
錦
皆

朱
錦
也
」
と
す

る
。
老
莱

子
孝

行
読
話
て

は
、
采
衣

(或

い
は

「綵
衣
」
)
と
記
す

の
は
、
孝
子
傳
資
料

で
は

『
列
女
傅
』
(『
籤

文
類
聚
』

卷

二
十
所
引
)
、
『
勵

忠
節

抄
』
、
『
列

女
傳
』

(『
蒙
求
』

眞
福
寺
寶

生
院

藏
本
注
所
引
)
等

で
あ

り
、

二
十

四
孝
資

料
で
は

『
故
圓
鑒

大
師

二
十

四
孝
押
座

文
』

及
び

『
日
記
故
事
』
卷

頭

・
『
全
相

二
十
四
孝

詩
選
』

に
收
録

し
た
詩

(
「
春

風
動
綵
衣
」
)

で
あ

る
。
冠
は
男

子
が
始
め

て
冠
を
着
け

て
成

人
と
な

る
儀
式

で
あ

り
、

そ

の
年
齢
は
時

代
に
よ

っ
て
異
な

る
。
老

莱
子
孝
行
詭

話
で
、

そ

の
服

は
子

供

の
服

で
あ

る
と
明
確

に
示

し
た

の
は

『
孝
子
傳
』

(『
事
森
』

所
收

)
で
あ
り
、

「衣
五
彩
之
服
、

示
爲
童

子
」
と
す

る
。
後

に

『
書
言
故
事
』
、
『
君
臣
故
事
』
、
『
金

璧
故
事
』
、
『
小
學

日
記
』
、
『
日
記
故

事
』

(嘉
靖

二
十

一
年
版
)

等
に
は
子
供
の
服

で
あ
る
と

注
し
、
老
莱

子
の
服
裝
が
子
供

の
服
で
あ

る
と
位

置
づ
け
ら
れ
た
。
『
魏

二
二
三



目
本
中
國
學
會
報

第
五
十
四
集

書
』
卷

一
百
八
に

「童
子
常
服
類
深
衣
』
と
し
、
『
深
衣
釋

例
』

に
も
采
衣
と
深
衣

と

の
關

係
を

言
及
し
て

い
る
。

綵
衣
も
深
衣
と

關
連
が
あ

っ
て
、

老
莱

子
孝
行
読

話
に
用

い
ら
れ
た

の
で
あ
ろ
う
。

(
35
)

注
五
下
見
氏
論
文

「老
茉
子
孝
行
説
話
に
お
け
る
孝

の
眞
意
」
に

「し
か
し
、
師

氏
読

で
は
、
孝

の
眞
意
は

必
ず

し
も

明
確
に
理
解

で
き
な

い
。

こ

の
読
話
が
示
唆

す
る
孝

の
本
來

の
意
味
は
、
「
武
梁
祠
石
室

」

の
豊
像
銘
文
や

『
孟

子
』
萬
章
上
篇

の
趙
岐

注
等

の
よ
う

に
、

嬰
兒

の
如
く
慕

っ
て
側
を

離
れ
ず
親

に
依
存
從
屬
す
る

子

の
姿
勢
か
父

母
を

安
堵
さ

せ
喜
ぱ

せ
る
と

の
觀
點
か
ら
考
察
す

べ
き

で
あ
ろ
う
」

と

「
終
わ
り
に
」
指

摘
さ

れ
た
。

(36
)

注

五
下
見
氏
論
文

「
老
莢
子
孝
行
読
話

に
お

け
る
孝

の
眞
意
」

を
參
照
さ
れ
た

い
。

な
お
、

『
禮

記
』
曲

禮
篇

で
は

「夫
爲

人
子
者
、
出

必
告
、

反
必
面
。

所
遊

必
有

常
、
所
習

必
有
業
。
恒

言
不
稱
老
」
と

し
、

孔
穎
蓮

の
疏
は

「或

云
子
若
自

稱
老
、

父

母
則

甚
老
、
則
感
動

其
親
。
故
舜

五
十
而
慕
、

是
也
」
と
す

る
。

坊
記

篇

で
は

「子

云
、
父
母
在
、
不
稱
老
、
言
孝
不
言
慈
。
閨
門
之
内
、
戯

而
不
歎
。
君

子
以
此

坊
民
、

民
獪
薄
於
孝
而
厚
於
慈
」
と

記
す
。

(37
)

莊

一
拂
氏

『
古
典
戯
曲
存

目
彙
考
』

(上
海
古
籍
出
版
瓧
、

一
九

八
二
年
)
を

參

照
さ
れ
た

い
。

(38
)

『
読
文
』
八
上
に
は

「孝
、
善
事
父
母
者
。

從
老
省
、
從
子
。
子
承
老
也
」
と
あ

る
。

(
39
)

加
藤
常
賢

氏

「
孝

の
孔

子
の
新
解
釋
」

(『
斯
文
』

四
三
、

一
九
六

五
年
九
月
)
、

倉

田
信
靖

氏

「中

國
古
代
に
於
け

る
孝

の
位
置
づ
け
1

孝
意
識

の
成
立
と
そ

の
展

開
1

」
(『
漢
學

會
誌
』
八
、

一
九
六
八
年

二
月
)、
陳
鐵

几
氏

『
孝
經
學
源
流
』

(國

立
編

譯
館
、

一
九

六
三
年
)

に
も
同
樣
の
指
摘
が
あ
る
。

(40
)

陽

明
本

『
孝
子
傳
』

は

「三
州
義
士
者
、
各

一
州
人
也
。
征

伐
徒
行
、
竝
失
郷

土
。
會
宿
道
邊
樹

下
、
老
者
言
、
將

不
共
結
斷
金

耶
。

二
少
者
敬
諾
、
逖
爲
父
子
。

慈
孝

之
志
、

倍
於
眞
親
也
。

父
欲
試
意
、
勅

二
子
於

何
中
立
舍
。

二
子
便
晝
夜
輦

土
填

何
中
。

經
時

三
年
、

波
流
飄
蕩
、

都

不
得

立
。

精

誠
有
感
、

天
禪

乃
化
作

一

二
二
四

夜
叉
、
持

一
丸
土
投
何
中
。

明
忽
見

何
中
土
高
數
十
丈
、
瓦
宇
數

十
間
。

父

子
仍

共
居
之
。
子
孫
生
長
、
位
至

二
千
石
、
家

口
三
十
餘

人
。
今
三
州
之

氏
、
是
也
。
後

以
三
州
爲
姓
也
」
と
記
す
。

(41
)

注

二
十

=
咼
成
鳶
氏
の
書
に
養
老
と

父
構
制

の
輩

分
の
確

立
と
の
衝
突
を

理
由

と
す

る
。

(姐
)

拙
稿

「
二
十
四
孝
の
孝

そ

の
ニ
ー

黄
香

・呉
猛
孝
行
読
話
を
中
心
に
ー

」
(『
名

古
屋
大
學

中
國
哲
學
論
集
』

一
、

二
〇
〇

二
年

三
月
)
を
參
照
さ
れ
た

い
。

(
附
記
)
本
稿
は

二
〇
〇

一
年

十
月
亠ハ
日

の
日
本
中
國
學
會
第

五
十
三
回
大
會
で

の
口
頭

發
表
を
ま

と
め
、
加
筆
修

正
し
た

も

の
で
す
。
發

表
及
び
成
稿
に
あ
た

り
、

下
見

隆
雄
氏
を

初
め
、
諸
先
生
方
に

は
多
大
な
御
指
導
を

頂
き
ま
し
た

こ
と
を
、

心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。


